
2004年(平 成16年)9月24日(金 曜 日)第16144号

 

新口寄那伊〈1>(昭 和22年8月8日 第3種 郵便物認可)

日

発 行 所

伊 那 毎 日 新 聞 社

伊 那 市 伊 那3648

TEL(0265)72-41014母

FAX(0265)77-1950

E-ma‖:inamai@avis.ne.jp

Fl刊 〔月曜休 剛

◎伊那毎H新 聞社2004年

不
動
産
情
報
セ
ン
タ
ー
の

議

サ

紗

市

ー

本
社

・駒
ヶ
根
支
店

駒

ヶ
根
市
赤
穂

一
ー一九
八
ー

二

8
(〇
二
六
五
)
八
三
-

一
一
七

一
㈹

伊
那
支
店

・伊
那
イ

ン
タ
ー
支
店
・箕
輪
支
店

1154

面 面 面

高
遠
・猪
苗
代

親
善
交
流
都
市
に

町
内
駅
伝
で
木
下
A
が
9
連
覇

大
田
切
獅
子
舞
練
り
歩
き
へ

伊
那
市
東
春
近

農
事
組
合
法
人
「田
原
」
設
立

伊
那
市
東
春
近
の
農
事
組
合
法
人

「
田
原
」
が

23
日
、
設
立
さ
れ
た
。
組
A
口員
の
協
同
で
農
業
経

営
す
る
こ
と
で
、
経
済
的
地
位
の
向
上
を
ね
ら

う
。
集
落
単
位
で
経
営
体
を
組
織
す
る
の
は
南
信

で
初
め
て
、
県
内
で
3
カ
所
目
。

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
担
い
手
の
高
齢
化
、

農
家
数
の
減
少
、
輸
入
自

由
化
に
伴
う
農
産
物
価
格

の
低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
「
田
原
の
水
田
を

守
る
」
熱
い
思
い
か
ら
水

田
農
家
1
3
5
戸
の
う
ち

55
戸
が
賛
同
。
後
継
者
不

足
の
解
消
、
機
械
の
コ
ス

ト
削
減
な
ど
を
図
る
た
め

組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

経
営
面
積
は
約
15
珍
。

う
ち
組
合
員
以
外
か
ら
1

珍
の
耕
作
を
請
け
負
う
。

稲
の
ほ
か
、
麦
、
大
豆
の

栽
培
に
取
り
組
む
。
麦
は

下
河
原
3
珍
に
集
約
し
、

10
月
に
種
を
ま
き
、
来
年

6
月
に
収
穫
す
る
計
画
。

出
資
金

(
資
本
金
)
は

5
2
0
万
円
。
配
当
は
組

A口
員
の
出
資
額
に
応
じ
、

残
余
が
あ
る
場
合
は
事
業
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第
12
回
上
伊
那
少
年
サ

ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
23
日
、
南
箕
輪
村
の
大

芝
総
合
運
動
場
で
あ

っ

た
。
各
地
の
約
90
チ
ー
ム

が
参
加
。
少
年

・
少
女
5

0
0
人
余
が
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う

と
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
た
。
上
伊
那
少
年
サ

ッ
カ
ー
協
会
主
催
、
伊
那

毎
日
新
聞
社
共
催
、
K
O

A
、
上
伊
那
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
協
議
会
協
賛
。

わ
き
あ
が
る
歓
声
の
な

か
で
の
ー
チ
ー
ム
5
人

・

試
合
時
間
10
分
間
で
戦
う

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
は
、
各
チ
ー

ム

一
進

一
退
の
攻
防
を
繰

り
広
げ
た
‖
写
真
。
6
年

生
の
部
は
ト
ッ
プ
ス
ト
ー

ン
A
が
優
勝
。
手
に
汗
握

る
P
K
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
6

年
生
の
部
は
東
春
近
が
制

し
た
。【結
果
は
3
面
に
】

従
事
に
よ
っ
て
分
け
る
。

地
元
の
公
民
館
で
開
い

た
設
立
総
会
で
、
発
起
人

代
表
で
組
合
長
に
選
ば
れ

た
加
納
進
さ
ん
は

「2
年

半
、
検
討
を
重
ね
、
個
人

で
な
く
集
落
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
農
事
組
合
法
人
を

設
立
し
た
。
農
業
情
勢
は

厳
し
い
が
、
お
互
い
に
知

恵
を
出
し
合
い
、
手
を
取

り
合
い
な
が
ら
頑
張
り
た

い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

今
後
、
組
織
づ
く
り
を

整
え
る
ほ
か
、
作
業
日
程

や
農
業
機
械
の
取
り
ま
と

め
な
ど
に
当
た
る
。
当

面
、
個
人
所
有
の
機
械
を

法
人
が
借
り
上
げ
る
。

田
原
地
区
を
対
象
に
し

た
02
年
の
意
向
調
査
結
果

で
、
経
営
規
模
の
「縮
小
」

ま
た
は

「や
め
た
い
」
と

考
え
て
い
る
人
が
3
分
の

1
強
を
占
め
た
。
04
年
は

回
答
者
の
6
割
が
法
人
化

打
ラ
を
ク
り
承
通
伝
承
し
ち

ら
や
た

ガ
ば
童

な
遺
児

腰
高

の

張
「

」

繁
く
ブ

設
立
を
望
ん
で
い
た
。

経
営
面
積
は
駒
ケ
根

市
、
高
遠
町
、南
箕
輪
村
、

宮
田
村
も
範
囲
。
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
集

約
し
た
土
地
を
効
率
的
に

活
用
し
て
い
く
。

え
り
磯
子
」
で
本
通
り
を

往
復
。
去
年
ま
で
は
保
存

会
な
ど
に
楽
器
を
借
り
て

い
た
が
、
今
年
は
保
存
継

承
の
た
め
町
が
購
入
し
た

も
の
を
使
っ
た
と
い
う
。

三
味
線
を
弾
い
た
4
年

生
の
丸
山
希
帆
さ
ん
は

「学
校
の
な
か
を
歩
い
て

い
っ
ぱ
い
練
習
し
た
け
ど

縞
鑓
鯛

高
遠
ば
や
し
響
き
、山
車
、
み
こ
し
練
り
歩
く

鉾持神社を出発する山車と高遠噺子の離子方

高
遠
町
で
23
日
、「灯
篭

(ろ
う
)
祭
」
が
あ
っ
た
。

ほ
お
づ
き
ち
ょ
う
ち
ん
を

取
り
つ
け
た
旧
西
口同
遠
町

の
通
り
に
、
伝
統
の
高
遠

磯
子
(ば
や
し
)が
響
き
、

町
宝
の
山
車
や
子
ど
も
み

こ
し
が
練
り
歩
い
た
。

毎
年
、
鉾
持
(ほ
こ
ち
)

神
社
の
秋
の
例
祭
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。

高
遠
小
学
校
で
3
年
前

に
発
足
し
た

「高
遠
ば
や

し
伝
承
ク
ラ
ブ
」
は
、
三

味
線
と
笛
の
音
色
で
始
ま

る
優
雅
な

「松
嚥
子
」、

太
鼓
と
鼓
が
軽
快
な

「か

ド
キ
ド
キ
す
る
」
と
緊
張

し
た
表
情
を
見
せ
た
。

婦
人
連
、
保
存
会
の
桜

奏
会
、
本
町
の
囎
子
方
、

仲
町
の
住
民
が
引
く
山
車

は
鉾
持
神
社
を
順
番
に
ス

タ
ー
ト
し
て
酉
高
遠
内
を

回
っ
た
。
伊
那
市
か
ら
訪

れ
た
女
性

(
50
)
は
山
車

を
ス
ケ
ッ
チ
し
な
が
ら

「お
嚥
子
は
哀
愁
を
帯
び

た
い
い
音
色
。
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

伊
那
市
東
春
近
の
農
事

組
合
法
人

「田
原
」
が
設

立
さ
れ
た
。
南
信
で
初
め

て
と
な
る
集
落
単
位
で
組

織
し
た
経
営
体
。
農
業
を

取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い

も
の
の
、
耕
作
で
き
な
い

±
地
を
集
め
、
集
落
ぐ
る

み
で
支
え
合
い
、
稲
や
麦

な
ど
を
栽
培
し
て
い
く
▼

遊
休
荒
廃
地
対
策
と
し
て

取
り
組
ん
だ
市
内
の
ク
リ

園
。
設
立
か
ら
9
年
目
を

迎
え
、
定
年
退
職
後
に
集

ま
っ
た
組
合
員
の
年
齢
は

60
1
70
代
。
本
年
か
ら
観

光
客
を
受
け
入
れ
、
軌
道

に
乗
る

一
方
で

「後
継
者

が
お
ら
ず
、
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
」
と
嘆
く
▼
経

営
規
模
を

「縮
小
」
「や

め
た
い
」
と
考
え
て
い
て

も
、
や
は
り

「先
祖
代
々

の
土
地
を
守
り
た
い
」
と

い
う
思
い
が
あ
る
。
「手

を
出
せ
、
ず
く
出
せ
、
知

恵
を
出
せ
。
そ
れ
が
出
せ

な
き
ゃ
、
顔
を
出
せ
」
。

い
ろ
い
ろ
な
か
か
わ
り
が

で
き
る
意
味
合
い
を
持
つ

と
い
う
。

(湯
沢
記
者
)
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本 の水風景 一」

一

日

 リ

一

大地を潤す水の鼓動を四季の移ろいの中に追い求めて、

日本の水風景をテーマに撮りおろした作品を約50点展示しております。

信州、伊那谷の作品もございます。

お出かけください。(入場無料)

イベントのご案 内 ※いずれも入場無料です。

「キヤノンクラブ伊那谷支部写真展」

「桑名智絵 彩画展(水彩)」

9月26日(日)まで開催中

10月2日(土)～7日(木)

「須澤重雄 絵画展」一詩情豊かなロマンの表現一10月9日(土)～17日(日)
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静かでお酒落な喫茶「桂小場」もございます。鏡池と槍ケ岳
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駒ケ根市・飯島町・中川村の設立準備会発足

匡…

懇縢
曙瀦
喘

購ぽ
臼
≡繊旙一瞳一…脇

洲
拍

が

紅

鯉

口

.

巨
O
-

W

駒
ケ
根
市
・
飯
島
町

・

中
川
村
合
併
協
議
会
設
立

準
備
会
の
初
会
合
が
23

日
、
飯
島
町
役
場
で
あ
っ

た
。
座
長
に
駒
ケ
根
市
の

中
原
市
長
を
選
び
、
準
備

会
の
設
置
要
綱
を
確
認
し

た
後
、
各
議
会
の
議
決
を

受
け
、
設
置
さ
れ
る
法
定

A
口併
協
議
会
に
提
案
す
る

協
議
事
項

(案
)
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

協
議
事
項

(案
)
で
は

会
の
名
称
を

「駒
ケ
根

市
・
飯
島
町
・
中
川
村
合

併
協
議
会
」
と
し
、
委
員

定
数
は
24
人
。
構
成
は
3

市
町
村
長
、
助
役
、
議
会

正
副
議
長
、
議
会
推
薦
の

議
員
各
1
人
、
市
町
村
長

推
薦
の
識
見
者
各
3
人
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、

上
伊
那
地
方
事
務
所
長
の

参
加
を
依
頼
す
る
。

ま
た
、
「議
会
議
員
の

定
数
及
び
任
期
等
検
討
小

委
員
会
」
「新
市
名
称
候

補
選
定
小
委
員
会
」
の
2

小
委
員
会
を
設
置
。

専
門
部
会
は
総
務
、
福

祉
環
境
、
産
業
、
建
設
水

道
、
教
育

の
5
部
会
と

し
、
20
の
分
科
会
を
設

け
、
事
務
事
業
の
一
元
化

に
か
か
わ
る
作
業
を
行

う
。
ほ
か
に
、
横
断
的
専

門
チ
ー
ム
と
し
て
、
合
併

情
報
提
供
、
新
市
建
設
計

画
、
例
規
調
整
、
電
算

・

情
報
化
の
4
チ
ー
ム
を
設

け
る
。
協
議
会
は
合
併
に
か
ん

す
る
事
項
を
協
議
す
る
こ

と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
、

12
月
ま
で
に
、
概
ね
月
3

回
の
ペ
ー
ス
で
、
1
5
0

項
目
を
集
中
審
議
す
る
。

新
市
建
設
計
画
も
月
3
回

以
上
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
。

座
長
に
就
任
し
た
中
原

市
長
は

「合
併
に
よ
り
、

地
域
を
守
り
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
、
愛
着
と
誇
り
を

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴

史
を
重
ん
じ
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
、
夢
と
希

望
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く

り
が
可
能
に
な
る
。
今
日

が
3
市
町
村
の
将
来
を
決

め
る
歴
史
的
進
路
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
な
れ
ば
」

と
、
期
待
を
込
め
て
あ
い

さ
つ
し
た
。

次
回
は
27
日
、
合
併
協

議
会
の
事
業
計
画
と
予

算
、
事
務
蚕

業
の
調
整
方

…

針
、
正
副
会

・

長
の
選
任
を

行
い
、
最
後

輪

に
3
市
町
村

艦

長
に

よ

る

卵

扇
藝

設
隷

置
に
つ
い
て
繕

議
会
に
議
案

獄

提
案
す
る
合

意
書
」
を
調

印

す
る

予

定

。

…ヨ

座
長
就
任
あ
い
さ
つ
す
る
駒
ケ
根
市
の
中

・

原
市
長

治
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第
二
は
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
金
の
削
減
に
つ

い
。
知
事
は
義
務
教
育
は

国
の
責
任
と
反
対
し
て
い

る
が
、
霞
ヶ
関
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
か
ら
外
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。
日
ご
ろ
分
権

を
主
張
し
て
い
る
知
事
に

問
い
質
し
た
い
。

第
三
は
産
業
振
興
に
関

連
し
て
企
業
誘
致
の
問
題

に
つ
い
て
。
知
事
は

『海

外
に
出
て
行
く
よ
う
な
企

業
は
い
ら
な
い
』
と
言
っ

て
い
る
が
、
製
造
拠
点
を

海
外
に
移
し
て
い
る
企
業

で
も
、
極
小
細
の
コ
ア
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
し
て

は
国
内
に
置
こ
う
と
し
て

い
る
と
い
う
企
業
ビ
ヘ
イ

ビ
ア
を
理
解
し
て
い
な

い
。
そ
う
い
う
優
良
企
業

を
誘
致
す
る
た
め
に
県
の

幹
部
職
員
が
走
り
回
ら
な

け
れ
ば
、
産
業
振
興

・
地

域
の
活
性
化
は
根
本
的
に

は
不
可
能
だ
。
そ
の
点
を

指
摘
し
た
い
。

は
な
く
、
河
川
対
策
の
で

き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い

く
べ
き
だ
。
権
兵
衛
ト
ン

ネ
ル
開
通
を
に
ら
ん
だ
伊

北
の
短
期
・
長
期
の
交
通

問
題
に
つ
い
て
も
質
し
た

い
。

案
を
作
っ
た
の
だ
か
ら
、

撤
回
し
て
よ
う
や
く
正
常

の
形
に
戻

っ
た
と
い
え

る
。と
こ
ろ
が
今
度
は
政
府

の
人
事
院
勧
告
で
支
給
地

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
下

伊
那
8
市
町
村
、
上
伊
那

で
は
宮
田
村
、
木
曽
で
は

山
口
村
が
支
給
対
象
外
と

さ
れ
た
。
県
も
こ
の
人
事

院
勧
告
に
従
う
方
針
だ

「脱
ダ
ム
」
、
義
務
教
育

費
問
題
を
問
い
た
い

清
水
洋
氏

(上
伊
那
郡

区
・
志
昂
会
)

大
槻

次
子
さ
ん

(お
お
つ
き
・
つ
ぎ
こ
)

22
日
、
93
歳
。
伊
那
市

狐
島
3
9
8
3
の
ー
。
葬

儀
は
24
日
午
後
2
時
か
ら

セ
レ
モ
ニ
ー
平
安
上
牧
斎

場
。
喪
主
は
長
男
で
元
伊

那
東
小
学
校
校
長
、
市
立

図
書
館
館
長
の
正
明

(ま

さ
あ
き
)
さ
ん
。

後
1
時
か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー

平
安
辰
野
斎
場
。
喪
主
は

長
男
で
新
村
会
計
事
務
所

所
長
の
典
久

(み
ち
ひ

さ
)
さ
ん
。

22
日
始
ま
っ
た
9
月
県
会
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は

ど
こ
に
あ
る
か
?
上
伊
那
選
出
の
県
議
に
聞
い
た
。

(順
不
同
)

県
職
の
人
事
評
価
制

度
の
影
響
は
?

小
林
仲
陽
氏

(上
伊
那
郡

区
・
共
産
党
)

今
回
は

一
般
質
問
に
立

つ
。

一
般
質
問
で
問
う
第

一
は
、
導
入
さ
れ
た
県
職

員
の
人
事
評
価
制
度
の
影

響
。
課
長
級
以
上
は
評
価

制
度
に
な
っ
た
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
県
職
員
の
顔
が

ど
っ
ち
を
向
く
か
?
本
当

に
県
民
の
た
め
の
行
政
を

行
う
よ
う
に
な
る
か
ど
う

か
知
事
に
問
い
質
し
た
い
。

二
つ
め
は
山
口
村
の
越

県
合
併
問
題
。
内
実
は
と

も
か
く
村
の
方
針
は
ま
と

ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
県
会

に
提
案
し
議
論
す
る
べ
き

段
階
に
来
て
い
る
。
知
事

が
今
回
提
案
し
な
い
こ
と

に
つ
い
て
は
説
明
責
任
が

充
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
。

だ
が
、
村
の
中
は
意
見

が
2
分
し
て
お
り
、
こ
れ

を
同
解
消
す
る
か
は
大
き

な
問
題
。
村
の
方
針
を
ま

と
め
た
と
い
う
が
、
山
口

村
の
住
民
に
対
す
る
説
明

責
任
は
果
た
さ
れ
た
の
か

は
大
き
な
疑
問
。
南
箕
輪

村
な
ど
で
は
住
民
は
合
併

反
対
の
意
思
を
示
し
た
の

に
、
首
長
が
さ
ら
に
合
併

話
を
進
め
る
な
ど
し
た
。

山
口
村
だ
け
で
な
く
平
成

大
合
併
で
市
町
村
の
説
明

責
任
が
ど
こ
ま
で
果
た
さ

れ
た
の
か
を
改
め
て
検
証

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

「脱
ダ
ム
」
で
は
浅
川

の
代
替
案
が
作
れ
な
い
と

い
う
事
態
に
な
っ
て
い
る

が
、
基
本
高
水
な
ど
の
基

準
を
1
0
0
%
ク
リ
ア
せ

よ
と
い
う
無
理
な
議
論
で

寒

冷

地

手
当

て
、
プ

ロ
球
団
誘
致
な
ど

小
原
勇
氏

(上
伊
那
郡

区
・
無
所
属
)

雇
用
対
策
、
特
に
常
用
雇

用
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

こ
と
原
因
に
つ
い
て
質

す
。
企
業
誘
致
の
施
策
に

つ
い
て
も
議
論
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

産
業
廃
棄
物
条
例
に
つ

い
て
も
、
ご
み
の
な
い
社

会
と
い
う
遠
い
目
標
で
は

な
く
、
現
在
の
ご
み
を
ど

う
す
る
の
か
に
焦
点
を
す

え
て
議
論
す
る
べ
き
。
市

`

上
伊
那
選
出

の
県
議

に
聞
く

(上

)

、

"
.

、
」

ノ

砧

-
ぎ

鍵

が
、
人
事
院
の
決
定
は
気

象
庁
が
出
し
た
推
計
値
に

ご盆

基
づ
く
も
の
。
上
伊
那
で

県
職
員
の
寒
冷
地
手
当

て
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

継
続
審
議
に
な
っ
て
い
た

「削
減
条
例
案
」
を
今
回

知
事
が
撤
回
し
て
振
り
出

し
に
戻
っ
た
。
県
職
員
と

な
に
も
議
論
せ
ず
に
条
例

宮
田
村
だ
け
が
寒
冷
地
で

は
な
い
と
い
う
判
断
は
地

元
の
実
態
を
何
も
知
ら
な

い
も
の
だ
。
県
は
地
元
の

実
態
を
き
ち
ん
と
見
て
施

策
を
進
め
よ
と
、

一
般
質

問
で
迫
り
た
い
。

(所
属
す
る
)
商
工
生

活
環
境
委
員
会
で
は
県
の

町
村
所
管
の

一
般
廃
棄
物

と
、
県
所
管
の
産
業
廃
棄

物
の
区
別
を
は
っ
き
り
さ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
な
す
べ

き
こ
と
を
明
確
に
す
る
べ

き
だ
。
あ
と
、
プ
ロ
球
団

の
誘
致
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
観
点
か
ら
も
重
要
な
の

で
、
知
事
に

「本
気
で
や

る
気
が
あ
る
の
か
」
と
質

し
た
い
。

一
般
質
問
を
行
う
。
論

点
は
第

一
に
「脱
ダ
ム
」。

新
潟
と
福
井
の
被
災
地
を

視
察
に
行
っ
て
き
た
が
、

『ダ
ム
が
災
害
を
大
き
く

し
た
』
と
い
う
知
事
の
発

言
は
ま

っ
た
く
お
か
し

い
。
現
地
で
は
ダ
ム
の
地

水
面
に
お
け
る
効
用
に
つ

い
て
デ
ー
タ
も
そ
ろ
っ
て

い
る
。
ダ
ム
の
代
替
案
を

提
示
で
き
な
い
こ
と
こ
そ

が
問
題
だ
。
洪
水
で
流
さ

れ
て
き
た
ご
み
捨
て
場
に

な
っ
た
三
条
競
馬
場
な
ど

も
見
学
し
た
が
、
そ
れ
は

ひ
ど
い
も
の
で
、
『治
水

対
策
は
20
年
か
け
て
ゆ
っ

く
り
考
え
れ
ば
よ
い
』
な

ど
と
言
っ
て
い
ら
れ
る
話

で
は
な
い
。

新
村

理
典
氏

(に
い

む
ら

・
み

ち
す

け
)21

日
、
71
歳
。
(
株
)

コ
ー
エ
イ
代
表
取
締
役
社

長
。
辰
野
町
平
出
2
8
9

4
の
ー
。
葬
儀
は
25
日
午

宮
崎
さ
な
え
さ
ん

(み
ゃ
ざ
き

・
さ
な
え
)

23
日
、
94
歳
。
中
川
村

片
桐
6
2
2
4
。
葬
儀
は

24
日
午
後
2
時
か
ら
横
前

集
落
セ
ン
タ
ー
。
喪
主
は

長
男
で
農
業
の
智
久

(と

も
ひ
さ
)
さ
ん
。

お
く
や
み
の
お
知
ら
せ

ば
無
料
で
す
。
本
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
T
E

L
72

・
4
1
0
0
、
F
A

X
77

・
1
9
5
0

3

次

元

C

A

D

活

用
企
業

を
視
察

上
伊
那
産
業
振
興
会
は

10
月
14
日
、
3
次
元
の
C

A
D
・
C
A
M
活
用
企
業

の
視
察
を
す
る
。
5
日
ま

で
参
加
者
20
人
を
募
集
し

て
い
る
。
参
加
費
は
1
人

5
千
円

(貸
切
バ
ス
代
、

昼
食
代
を
含
む
)。

3
次
元
C
A
D

・
C
A

M
活
用
研
修
の
一
環
。

視
察
す
る
の
は
静
岡
県

浜
松
市
の

「
ロ
ー
ラ
ン
ド

デ

ィ
ー

・
ジ
ー
」。
独

特
の
デ
ジ
タ
ル
屋
台

(セ

ル
生
産
方
式
)
な
ど
を
は

じ
め
、
革
新
的
な
も
の
づ

く
り
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
日
の
葬
儀

大
槻
次
子
さ
ん

93
歳
。
伊
那
市
狐
島
3

9
8
3
の
ー
。
午
後
2
時

か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー
平
安
上

牧
斎
場
。
喪
主
は
長
男
の

正
明
さ
ん
。

宮
崎
さ
な
え
さ
ん

94
歳
。
中
川
村
片
桐
6

2
2
4
。
午
後
2
時
か
ら

横
前
集
落
セ
ン
タ
ー
。
喪

主
は
長
男
で
農
業
の
智
久

さ
ん
。

出
発
は
午
前
7
時
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
伊
那

技
術
形
成
セ
ン
タ
ー
内
、

上
伊
那
産
業
振
興
会

(
宕

76

・
5
6
6
1
)。

ご

会

葬

お

ネ

亡
父
桑
沢
良
平
儀
葬
儀
の
際
は
ご
多
忙
中

の
と
こ
ろ
遠
路
態
々
こ
会
葬
下
さ
れ
且
つ
ご

鄭
重
な
る
ご
香
莫
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

こ
こ
に
紙
上
を
以
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

平
成
十
六
年
九
月
二
十
四
日

箕
輪
町
沢
十
五
組
一八
八
四
一
一

沢1新 桑桑桑桑桑桑桑桑桑

製

麺

戚 沢沢沢沢沢沢沢沢沢

一 賢母荘 由洋賢

美
同瞳潤茜作絵二子子一・

お
通
夜
か
ら
葬
儀

・
告
別
式

・
法
要
ま

で

 

一難
灘
璽

株

グ

レ

ー

7
の

葬

祭

セ

ン

タ

伊伊駒

北鴨
居店居
合宕宕

478
461
111

181
481
000
919

の

 §

榴
・8
麟
麗

仏
壇
位
牌

棚
・。
臼
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上
伊
那
少
年
サ

ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
結
果

第
12
回
上
伊
那
少
年
サ

ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(23
日
・
南
箕
輪
村
大
芝

総
合
運
動
場
)
の
結
果
は

次
の
通
り
。

【ミ
ニ
ゲ
ー
ム
】

▼
1

・
2
年
①
南
箕
輪

②
箕
輪
A
③
ト
ッ
プ
ス

ト
ー
ン
B
④
高
遠
▼
3
年

①
ト
ッ
プ
ス
ト
ー
ン
B
②

南
箕
輪
A
③
ト

ッ
プ
ス

ト
ー
ン
A
④
伊
那
少
年
▼

4
年
①
南
箕
輪
B
②
南
箕

輪
A
③
ト
ッ
プ
ス
ト
ー
ン

A
④
飯
島
B
▼
5
年
①
南

箕
輪
A
②
ト
ッ
プ
ス
ト
ー

ン
C
③
駒
ケ
根
A
④
ト
ッ

プ
ス
ト
ー
ン
D
▼
6
年
①

ト
ソ
プ
ス
ト
ー
ン
A
②
駒

ケ
根
B
③
駒
ケ
根
A
④
箕

輪
C
【
P
K
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

▼
4
年
①
ト
ッ
プ
ス

ト
ー
ン
②
伊
那
F
C
③
箕

輪
▼
5
年
①
南
箕
輪
②
箕

輪
③
駒
ケ
根
▼
6
年
①
東

春
近
②
高
遠
③
箕
輪

◆
南
箕
輪
村
同
好
会
定

例
会

(23
日
、
62
人
)

▽
男
性

①
伯
書
原
恒
夫

90
②
深
見
高
、
堀
始
春
、

関
良
雄
92
③
伊
藤
寅
男
、

高
木
芳
直
93
④
武
村
正

雄
、
星
野
宗
直
、
北
沢
正

男
94
⑤
池
上
安
雄
、
根
橋

宗
男
、
伊
沢
文
雄
、
三
沢

一
二
三
95
⑥
伊
東
幸
人
、

戸
塚
久
雄
96

▽
女
性

①
北
沢
ヒ
デ
子

87
②
伊
藤
久
子
91
③
小
松

み
さ
え
94
④
宇
治
光
江
96

⑤
竹
沢
か
よ
子
、
田
子
三

登
志
97
⑥
有
賀
イ
エ
子
、

倉
田
さ
だ
子
98

▽
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

三

沢

二

三
一、
山
口
昭
一
、

伊
藤
寅
男
、
上
條
孝
子
、

清
水
喜
代
人
、
関
良
雄
、

羽
生
剛
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=
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一
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=
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=
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=
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=
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=

=
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一
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=
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ー
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ー
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ー
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ー
ー
ー
一
=
一
ー
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一
ーー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ー
一一
ー
ー一
=
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=
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=

=
一
=
=

=
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賞秀優

僕
に
は
も
う
、
彼
女
の
こ
と
が
理

解
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
泣
い
た
り

笑
っ
た
り
が
異
常
に
極
端
な
彼
女
の

性
格
は
、
感
情
豊
か
と
い
う
よ
り
も

む
し
ろ
、
た
だ
の
我
が
ま
ま
女
と

言
っ
た
方
が
適
切
だ
ろ
う
。
小
さ
い

頃
は
素
直
で
、
子
供
ら
し
い
良
い
子

だ
っ
た
の
に
。
で
も
、
今
の
彼
女
に

あ
の
頃
の
面
影
は
も
う
な
い
。
で

も
、
僕
は
彼
女
の
傍
ら
か
ら
離
れ
な

か
っ
た
。

彼
女
が
変
わ

っ
て
し
ま

っ
た
の

は
、
中
学
生
の
頃
。
そ
れ
ま
で
感
じ

た
こ
と
の
な
い
、
ド
ロ
ッ
と
し
た
人

間
関
係
に
彼
女
は
戸
惑
っ
て
い
た
。

女
の
子
達
は
教
室
で
何
人
か
の
群
れ

を
作
り
、
陰
気
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ

て
い
る
。
そ
の
中
で
交
わ
さ
れ
て
い

る
会
話
と
い
え
ば
、
他
人
の
中
傷
。

そ
ん
な
中
で
の
学
校
生
活
に
彼
女
は

少
し
ず
つ
毒
さ
れ
、
つ
い
に
は
人
を

裏
切
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
女
は
周

り
を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
彼
女

は
学
校
に
行
く
の
を
や
め
た
。

そ
れ
か
ら
の
彼
女
は
、
部
屋
で

一

人
考
え
事
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
。
「何
で
こ
ん
な
事
に
な

っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。
私
は
そ
ん
な
に
汚
い

人
間
だ

っ
た
の
か
。
こ
ん
な
は
ず

じ
ゃ
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ

…
」
。とり
あ
え
ず
彼
女
は
、
高
校
に
は

行
く
こ
と
に
し
た
。
初
め
は
行
く
つ

も
り
は
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
悩

ん
だ
末
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
も
変
わ

ら
な
い
か
ら
、
新
し
い
場
所
で

一
か

ら
や
り
直
そ
う
と
思
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
し
て
彼
女
は
全
日
制
高
校
に

入
学
し
た
。
し
か
し
、
彼
女
は
そ
こ

で
思
い
も
し
な
か

っ
た
事
実
を
知

る
。
彼
女
は
人
が
怖
く
な

っ
て
い

な
い
…
」。
居
場
所
を
失
く
し
て
か

ら
の
彼
女
は
、
被
害
妄
想
に
と
ら
わ

れ
、
惨
め
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
極
限
に
達
し
た
あ

る
日
、
彼
女
は
心
の
奥
か
ら

「僕
」

を
掻
き
出
し
た
。
も
は
や
頼
れ
る
モ

ノ
は
自
分
し
か
居
な
く
な
り
、
た
ま

ら
ず
創
り
出
さ
れ
た

「僕
」
と
い
う

存
在
。
初
め
は
何
も
し
て
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
で
も
、
彼
女

は
、
僕
が
居
る
こ
と
で
精
神
状
態
を

保
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
、
そ
れ
か
ら
は

「こ
の
先
、
何
が

起
き
て
も
僕
だ
け
は
彼
女
の
傍
ら
に

居
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
僕

は
、
彼
女
の
唯

一
の
理
解
者
に
な
っ

「
虚

し

さ

と

遊

ぶ

部

屋

」

た
。
笑
い
声
に
耳
を
塞
ぎ
、
刺
さ
る

よ
う
な
視
線
に
目
を
伏
せ
る
。
そ
し

て
何
よ
り
耐
え
難
か
っ
た
の
は
、
言

葉
で
は
言
い
表
し
よ
う
の
な
い
疎
外

感
。
僕
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
全
て
は

彼
女
の
被
害
妄
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た

が
、
彼
女
は
も
う
ダ
メ
に
な
っ
て
い

て
、
結
局
、
そ
の
高
校
も
わ
ず
か
八

日
で
退
学
し
た
。
中
学
は
登
校
拒

否
、
高
校
も
中
退
。
こ
れ
で
は
家
に

居
づ
ら
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

彼
女
は
完
全
に
居
場
所
を
失
っ
た
。

「あ
の
時
あ
の
子
を
裏
切
っ
て
い

な
け
れ
ば
…
こ
ん
な
に
悪
い
子
に
な

ら
な
け
れ
ば
…
も
う
誰
に
も
理
解
っ

て
も
ら
え
な
い
…
。
こ
ん
な
私
と

一

緒
に
居
て
く
れ
る
人
な
ん
て
も
う
居

た

。

い
ろ
ん
な
人
が
居
て
面
白
い
よ
。
そ

れ
に
全
日
と
違
っ
て
人
が
少
な
い
か

ら
怖
く
な
い
よ
」。
見
守
る
と
∋
口
っ

た
も
の
の
、
少
々
の
不
安
を
抱
え
て

い
た
僕
だ
っ
た
が
、
嬉
し
そ
う
に
そ

う
話
し
た
彼
女
の
顔
を
見
て
い
た

ら
、
そ
ん
な
不
安
は
ど
こ
か
に
消
え

て
し
ま
っ
た
。

一
年
、
二
年
、
三
年
と
、
彼
女
の

学
校
生
活
は
充
実
し
て
い
た
。
授
業

は
嫌
い
だ
っ
た
が
、
休
み
時
間
に
友

達
と
話
し
て
、
放
課
後
は
大
好
き
な

バ
ン
ド
の
練
習
を
す
る
。
そ
し
て
、

家
に
帰
る
と
部
屋
に
来
て
、
そ
の
日

あ
っ
た
事
を
笑
顔
で
僕
に
話
し
た
。

明
る
さ
を
取
り
戻
し
た
彼
女
は
勢
い

4
年

坂

藤

そ
ん
な
奇
妙
な
共
存
関
係
を
続
け

て
い
た
あ
る
日
、
彼
女
が
僕
に
言
っ

た
。
「私
、
定
時
制
に
行

っ
て
み
よ

う
と
思
う
」。
も
う
人
と
関
わ
り
た

く
な
い
と
嘆
い
て
い
た
彼
女
も
、
心

の
ど
こ
か
で
は
や
り
直
し
た
い
、
と

い
う
思
い
が
残
っ
て
い
た
ら
し
い
。

そ
ん
な
彼
女
の
意
志
を
止
め
る
理
由

な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
、
僕
は
静
か

に
見
守
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
彼

女
は
、
赤
穂
高
校
定
時
制
に
入
学
す

る
。様
々
な
年
齢
、
境
遇
を
持
っ
た
人

達
が
集
ま
っ
て
い
る
そ
の
場
所
は
、

彼
女
に
と
っ
て
居
心
地
が
良
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
「定
時
制

っ
て
ね
、

新

つ
い
た
の
か
、
つ
い
に
は
生
徒
会
長

に
ま
で
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
彼
女
は

立
ち
直
れ
た
ん
だ
、
と
、
僕
は
そ
の

時
確
信
し
た
。
彼
女
自
身
も
、
自
分

は
も
う
大
丈
夫
だ
と
思
い
、
あ
え
て

こ
の
大
変
な
役
職
を
選
ん
だ
ら
し

い
。
実
際
、会
長
の
仕
事
は
大
変
だ
っ

た
。
仕
事
ど
こ
ろ
か
会
議
の
進
行
す

ら
出
来
な
い
。
や
る
べ
き
事
は
は
か

ど
ら
ず
、
焦
り
や
苛
立
ち
だ
け
が
募

り
、
自
分
の
無
力
さ
は
他
人
へ
の
批

判
に
す
り
替
え
る
。
立
ち
直
れ
た
と

思
っ
て
い
た
僕
は
、
彼
女
の
そ
ん
な

汚
い
姿
を
見
て
悲
し
く
な
っ
た
。
で

も
、
そ
れ
は
彼
女
も
同
じ
だ
っ
た
。

彼
女
も
ま
た
、
弱
か
っ
た
頃
に
戻
り

そ
う
な
自
分
の
中
で
必
死
に
も
が
い

て
い
た
。
そ
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り

な
が
ら
、
会
長
の
初
仕
事
で
あ
る
卒

業
生
の
送
別
会
本
番
を
迎
え
た
。
彼

女
は
、
こ
ん
な
自
分
が
中
心
に
な
っ

て
送
り
出
す
な
ん
て
、
卒
業
生
に
申

し
訳
な
い
、
と
く
だ
ら
な
い
弱
音
を

僕
に
吐
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
会

が
終
わ
っ
た
後
、
予
想
も
し
て
い
な

か
っ
た
事
が
起
こ
っ
た
。
相
変
わ
ら

ず
被
害
者
面
を
し
て
い
る
彼
女
に
、

す
れ
違
う
卒
業
生
達
が
皆
、
「あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

彼
女
は
驚
く
と
同
時
に
、
嬉
し
さ
で

泣
い
た
。
そ
れ
ま
で
の
彼
女
は
、
心

に
余
裕
を
失
く
し
、
既
に
僕
以
外
に

も
彼
女
に
付
い
て
き
て
く
れ
る
人
が

居
た
事
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

あ
の
時
流
し
た
嬉
し
涙
は
、
そ
ん
な

彼
女
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
考
え
さ
せ

た
。
「良
い
経
験
を
し
た
」
と
彼
女

は
言
っ
た
。

学
校
で
は
馬
鹿
み
た
い
に
笑
い
、

部
屋
に
帰
る
と
壁
に
寄
り
か
か
り
、

死
ん
だ
よ
う
に
動
か
な
く
な
る
。
そ

し
て
寂
し
さ
に
耐
え
き
れ
な
く
な
る

と
、
僕
の
一
部
を
傷
つ
け
る
我
が
ま

ま
な
彼
女
。
そ
れ
で
も
僕
が
彼
女
か

ら
離
れ
な
い
の
は
、
墜
ち
る
と
こ
ろ

ま
で
墜
ち
て
も
そ
れ
に
耐
え
て
、
必

死
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
を

知
っ
て
い
る
か
ら
。
少
し
ず
つ
強
く

な
っ
て
い
る
彼
女
は
、
や
が
て
僕
の

事
を
必
要
と
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
日
が
来
る
ま
で
、
僕
は
こ
の
部

屋
で
彼
女
の
帰
り
を
待
ち
続
け
る
。

僕
は
彼
女
に
と
っ
て
最
初
で
最
後
の

理
解
者
だ
か
ら
。

慧
ヨ

1
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長野全協承認12064
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新目亭鄭伊

…謙嚢競駐頂駐遡藷
5分 科会で・タウンウオッチングも

 

合
併
協
議
が
進
む
伊
那

市

⊥
高
遠
町

・
長
谷
村
の

住
民
に
よ
る
意
見
交
換
会

が
23
日
、
伊
那
市
役
所
で

あ
っ
た
。
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
「生

活
基
盤
」
な
ど
5
つ
の
分

科
会
で
意
見
を
交
わ
し

た
。参
加
は
、
伊
那
市
合
併

住
民
懇
話
会
、
高
遠
町
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
、
長
谷

村
合
併
問
題
懇
話
会
の
委

員
50
人
余
。
住
民
が
現
状

を
お
互
い
に
理
解
し
、
課

題
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
意
見
交
換
の
場

を
持
っ
た
。

タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

は
、
長
谷
の
生
涯
学
習
セ

「ふれ あいネ ッ トワーク長 谷」

テ レビ)を 視察する委 員

(ケ ー ブ ル

ン
タ
ー

「入
野
谷
」
、
信

州
高
遠
美
術
館
、
伊
那
市

の
み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
な

ど
約
20
カ
所

(車
中
含

む
)
を
回
り
、
各
所
で
説

明
を
受
け
た
。
委
員
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、

「維
持
管
理
費
は
ど
の
く

ら
い
か
か

っ
て
い
る
の

か
」
と
質
問
し
た
。

視
察
を
終
え
た
委
員
か

ら

「各
市
町
村
の
特
徴
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
」

「行
政
と
民
間
で
で
き
る

こ
と
を
分
け
、
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
新
市
に

し
た
い
」
な
ど
、
合
併
に

期
待
す
る
意
見
が
挙
が
っ

た
。分
科
会
は
生
活
基
盤
、

健
康

・
福
祉
、
教
育
文

化
、
産
業
、
行
政
の
5
つ
。

委
員
か
ら
、
杖
突
峠
の

ト
ン
ネ
ル
化
や
人
材
発
掘

に
よ
る
活
用
、
地
域
別
の

予
算
執
行
な
ど
の
提
言
が

あ

っ
た
ほ
か
、
「少
子
化

で
、
地
域
の
保
育
園
や
小

中
学
校
は
減

っ
て
い
る

が
、
残
し
て
ほ
し
い
」
「道

の
駅

『南
ア
ル
プ
ス
む

ら
』
な
ど
は
点
か
ら
線
に

結
ぶ
拠
点
に
な
る
の
で

は
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
合

併
協
議
会
で
策
定
さ
れ
る

新
市
建
設
計
画
に
反
映
し

た
い
と
し
て
い
る
。

「熱 いよ」と顔 を しかめ た り、そむ けた りしな が ら、
バ ーム クーヘ ンづ く りに夢 中 に な る子 どもた ち

 

一
一
=
一
ー
ーー
ー
ー二

ー
ー
ー一
一
=

一ー
ー
ー
ー
ー
ーー
一
=
一
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
一
一=

一ー
一
二

ー
ーー
ー
ー
ーー
ー
ー
二
ー
一
=

=
一
=
一
一
=

=
一
二

=
=

=
一
一
ー
二
=

=
一
=

一
=
=

=
=

一ー
ー
ー
ー
ー
ー一
=

一一
=

一ー
ー
ー
一
=
=

一ー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
一
一
ー一
=

一一
=

一
ー
ーー
一
=
一
一
=

=
=

一=

=

一一
=

一
=
一
=
一
一
ー
一一
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
ー
ー
一
=
=

一
ーー
二

一
ー
ー二

ー
ーー
ー
ーー
ー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
一
一=

一
ー
一
=
ニ
=

一
一
=
一
=

=
=

=
=

=

=
一
ー
ーー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ー一
=

醗
嚢

(第3種 郵便物認可)

顧問町 高

才
人主

親
善
交
流
書
を
交
わ
し

灘
議
麟
欝

要竃
薩
醒

墾
曇 5型
嚢
聾

高
遠
町
は
23
日
、
高
遠

藩
主
・
保
科
正
之
を
通
じ

て
縁
の
あ
る
福
島
県
猪
苗

代
町
と
親
善
交
流
都
市
の

締
結
書
を
交
わ
し
た
。
両

町
は
締
結
を
契
機
に
、
町

民
同
士
の
交
流
を
進
め
た

い
と
し
て
い
る
。
保
科
正

之
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

化
を
実
現
す
る
運
動
に
も

さ
ら
に
力
を
合
わ
せ
て
い

く
考
え
だ
。

徳
川
2
代
将
軍
秀
忠
の

庶
子
で
高
遠
藩
で
育
っ
た

保
科
正
之

(
1
6
1
1
～

72
)
は
初
代
会
津
藩
主
と

な
っ
た
。
猪
苗
代
湖
を
挟

ん
で
会
津
若
松
市
の
北
東

に
位
置
す
る
猪
苗
代
町

は
、
正
之
が
生
前
埋
葬
の

地
と
し
て
指
定
。
墓
地
を

築
い
た
土
津

(は
に
つ
)

神
社
が
あ
る
。

高
遠
町
は
1
9
7
3
年

回
神
社
に
タ
カ
ト
オ
コ
ヒ

ガ
ン
ザ
ク
ラ
を
植
樹
。
翌

年
、
猪
苗
代
町
か
ら
磐
梯

ア
カ
マ
ツ
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
交
流
が
途
絶
え
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
高
遠

ふ
る
さ
と
大
使
で

『
名
君

の
碑
ー
保
科
正
之
の
生

涯
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る

歴
史
小
説
家
・
中
村
彰
彦

さ
ん
の
提
案
で
締
結
の
話

保
科
正
之
の
墳
墓
の
頂
上
に
建
つ
八
角
形
の

鏡
石
11
福
島
県
猪
苗
代
町
土
津
神
社

が
持
ち
上
が

っ
た
と
い

う
。両
町
長
は
8
月
、
ド
ラ

マ
化
の
要
請
で
と
も
に
東

京
都
渋
谷
区
の
N
H
K
放

送
局
本
部
を
訪
ね
て
い

る
。締
結
式
は
さ
く
ら
ホ
テ

ル
で
あ
り
、
津
金
要
雄
猪

苗
代
町
長
は

「両
町
が
数

百
年
引
き
継
い
で
き
た
正

之
公
の
偉
勲
を
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に
し
て
、
互
い
に

地
域
、
文
化
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

高
遠
町
は
伊
那
市
、
長

谷
村
と
合
併
協
議
が
進
行

中
で
、
伊
東
義
人
町
長
は

「伊
那
も
長
谷
も
も
と
は

高
遠
藩
。
新
市
に
な
れ
ば

も
っ
と
交
流
が
深
ま
る
」

と
話
し
て
い
た
。

ロ大
農
学
部
で
A
F
C
祭

「4曜の微ノ芳顔あふカτ

南
箕
輪
村
の
信
州
大
学

農
学
部
で
23
日
、
第
3
回

A
F
C
祭
が
あ
っ
た
。
地

域
交
流
を
目
指
す
農
学
部

附
属
ア
ル
プ
ス
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー

(A
F
C
)
が
中
心

に
な
り
学
部
内
の
農
場
や

演
習
林
を
開
放
。
家
族
連

れ
ら
が
果
樹
園
の
ブ
ド
ウ

や
キ
ノ
コ
汁
を
味
わ
っ
た

り
、
自
然
観
察
教
室
な
ど

を
楽
し
ん
だ
。

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
、
切
り
口
に
木
の
年
輪

果
樹
園
の
今
年
の
ブ
ド
ウ
は

「小
粒
だ
が

甘
み
が
あ
る
」
と
農
学
部
の
担
当
者

模
様
が
見
え
る
ケ
ー
キ
・

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
が

あ
っ
た
。
直
径
約
10
彗
の

竹
筒
に
生
地
を
塗
っ
て
は

火
の
上
で
回
し
て
焼
き
目

を
つ
け
る
作
業
を
2
時
間

ほ
ど
繰
り
返
し
た
。
小
学

生
の
男
児
は

「熱
い
。
で

も
早
く
食
べ
た
い
」
と
必

死
に
な
り
、
周
囲
の
笑
い

を
誘
っ
た
。

燃
料
に
は
学
生
た
ち
が

ヒ
ノ
キ
や
ア
カ
マ
ツ
の
枝

を
焼
い
た
木
炭
を
使
用
。

森
林
科
学
科
の
加
藤
正
人

助
教
授
は

「木
を
活
用
し

て
、
こ
ん
な
楽
し
さ
も
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
話
し
て
い
た
。

約
30
岬
の
ブ
ド
ウ
棚
は

薄
黄
緑
色
の
粒
の
ナ
イ
ア

ガ
ラ
と
酸
味
の
あ
る
キ
ャ

ン
ベ
ル
ア
ー
リ
ー
品
種
が

食
べ
ご
ろ
。
も
ぎ
と
り
を

体
験
し
た
伊
那
市
御
園
の

山
岸
萌
菜
ち
ゃ
ん
(8
つ
)

と
弟
の
健
太
君
は

「甘
く

て
お
い
し
い
」
と
そ
ろ
っ

て
笑
顔
を
見
せ
た
。

7
月
末
に
収
穫
し
た
夏

ソ
バ
は
、
学
生
や
教
職
員

約
10
人
が
5
0
0
食
以
上

を
打
っ
て
提
供
し
た
。
野

辺
山
農
場
産
の
キ
ャ
ベ
ツ

の
販
売
な
ど
も
あ
っ
た
。

墨
伊
那
市
の
西
春
近
公
民

館
登
山
教
室
に
よ
る

「権

現
山
区
民
登
山
」
が
10
月

3
日
に
あ
る
。
地
区
住
民

以
外
の
参
加
も
呼
び
か
け

る
。
27
日
ま
で
参
加
者
を

西
春
近
「権
現
山
登
山
」
10
月
3
日

募
集
し
て
い
る
。

西
春
近
の
里
山
で
あ
る

「権
現
山
」
を
、
地
域
の

人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
計
画
し
た
。

登
山
の
目
安
は
、

一
般

で
片
道
2
時
間
程
度
。
持

ち
物
は
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ

ク
、
帽
子
、
雨
具
な
ど
。

午
前
8
時
30
分
に
山
本

の
常
輪
寺
駐
車
場
に
集
合

す
る
。
問
い
合
わ
せ
ば
、

西
春
近
公
民
館

(宕
72

・

4
1
7
8
)
。

MEN'se浪

コンビ=エ ンス
雑誌・成人ムック&コ ミック・写真集

インディーズビデオ&DVD

各種クレジットカードもご利用いただけます。
午前11時～深夜2時まで年中無休で営業中!

穿劉ビデオ倉庫
伊那市日影71-1TELO265・74・OO35

当店では19歳 未満の方が成人指定の本・ビデオ等を閲覧・購入

できないよう最大限配慮を しております.
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埋
物
集

産
企
廃

有)夕 方 ノ
箕輪 町一の 宮TEL79-3385

FAX79-1515

南箕輪村水道

会社■■
南箕輪村TEL(1

有限

劉 第45回 町内一・周駅伝大会

も

新

…

年

△
本

△
7
大

第
45
回
箕
輪
町
内

一
周

駅
伝
大
会

(
公
民
館
主

催
)
は
23
日
、
八
十
二
銀

行
箕
輪
支
店
南
側
ス
タ
ー

ト
、
役
場
駐
車
場
ゴ
ー
ル

の
延
長
26

・
9
己
の
コ
ー

ス
で
27
チ
ー
ム
が
競

っ

た
。
「木
下
A
」
チ
ー
ム

が
大
会
新
記
録
の
1
時
間

薄紅色に染 まる箕輪 町上古田の「赤 そばの里」

28
分
51
秒
と
圧
倒
的
な
強

さ
で
、
見
事
9
連
覇
を
成

し
遂
げ
た
。

小
学
生
以
上
の
町
民
が

各
分
館
単
位
で
チ
ー
ム
を

編
成
。
12
区
で
た
す
き
を

勢 いよくスター トす る第1区 の走者

 

つ
な
い
だ
。
木
下
A
は
、

昨
年
出
し
た
大
会
記
録
1

時
間
29
分
31
秒
を
さ
ら
に

40
秒
縮
め
、
記
録
を
塗
り

替
え
た
。
2
位
の
沢
A
と

の
差
は
3
分
45
秒
だ

っ

た
。結
果
は
次
の
通
り
。

【総
合
成
績
】

①
木
下
A
②
沢
A
③
松

島
A
④
大
出
A
⑤
上
古
田

A
⑥
北
小
河
内
A

【区
間
成
績
】

▼
1
区
2
・
5
諸
①
大

槻
勉

(中
曽
根
)
7
分
09

秒
②
有
賀
陽
祐

(木
下

A
)
③
白
鳥
信
吾
(富
田
)

▼
2
区
2

・
5
言
①
佐
々

木
跡
武

(木
下
A
)
9
分

01
秒
②
柴
勇

一
郎

(中
曽

根
)
③
北
原
誠

(沢
A
)

▼
3
区
2
・
5
己
①
金
沢

史
朗

(松
島
A
)
7
分
38

秒
②
丸
山
信

一
(木
下
A
)

7
分
41
秒
11
以
上
区
間
新

③
白
鳥
達
郎

(富
田
)
▼

4
区
1
・
5
巨
①
小
平
恵

里

(八
乙
女
)
5
分
24
秒

②
小
池
ゆ
か
り
(
木
下
A
)

③
向
山
め
ぐ
み

(富
田
)

▼
5
区
1

・
6
詩
①
有
賀

智
美

(木
下
A
)
6
分
03

秒
②
倉
田
佳
奈

(南
小
河

内
A
)
③
原
愛
美

(木
下

B
)
▼
6
区
1

・
8
詩
①

野
竹
克
也

(大
出
A
)
5

分
43
秒
②
藤
沢
真
司

(
三

日
町
)
③
矢
萩
英
俊

(木

下
A
)
▼
7
区
1
・
3
言

①
林
正
則

(沢
A
)
4
分

30
秒
②
唐
沢
公
平

(上
古

田
A
)
③
伊
藤
大
輔

(木

下
A
)
▼
8
区
2
・
8
詩

①
唐
沢
純

一
(木
下
A
)

9
分
52
秒
②
浦
野
武

(松

島
A
)
③
林
豊

(沢
A
)

▼
9
区
1

・
7
詩
①
高
野

太

一
(木
下
A
)
5
分
19

秒
②
藤
森
皇
宏

(沢
A
)

③
小
林
晴
紀

(下
古
田
)

▼
10
区
1
・
9
巨
①
山
岡

高
広

(沢
A
)
6
分
20
秒

②
唐
沢
尚
徳

(木
下
A
)

③
小
林
敦

(中
曽
根
)
▼

11
区
4

・
1
詳
①
宮
下
雄

樹

(沢
A
)
12
分
16
秒
②

永
井
正

(木
下
A
)
③
野

竹
俊
希

(大
出
A
)
▼
12

区
2
・
7
言
①
関
健

一

(木
下
A
)
8
分
05
秒
②

唐
沢
敬
寛

(上
古
田
A
)

③
根
橋
遼
(北
小
河
内
A
)

一
ー
ー
ーー
ー
ー
二
=

一
=
一
=
一
=

一
=
一
ー
ー
一一
=

=
一
=

=
一
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
二

一
ー
ーー
二

ーー
一
一
ー二

一
ー
ーー
ー
ー
ー
一
=
一
=
一
一
=
ニ

=
一
=

=
=

一
=
一
一
=
=

=
一
=

=
一
=

=
一
一
=
一
=

=
一
一
=
一
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ー一
=

ニ
一
=

=
=

=
一
=

=
一
=

一=

=
一
二

=
一
ー
一
=
=

一
ーー
ー
ーー
ー
ー
ー
ー
ー
ーー
ー
ーー
一
一
一
一
=
=

=
=

=
=

=

=
=

=
一
一
ー
一
=
=

=
一
=

=
ニ

ー
一=

一一
=

一一
ー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
ー
ーー
ー
ー
ー
ー
ーー
一
二
=

一
=
ニ

=

一一
=

=
一
一
ー
一
=
一

箕
輪
町
上
古
田
の
金
原
地
区

に
咲
く

赤
ソ
バ

「高
嶺
ル

ビ
ー
」
が
色
付
き
始
め
、
観
光

客
や
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

ら
が
、
辺
り

一
面
薄
紅
色
に
染

ま
っ
た

「赤
そ
ば
の
里
」
の
眺

男
元
教
授
と
タ
カ
ノ

(宮
田

村
)
が
共
同
で
品
種
改
良
し
た

「高
嶺
ル
ビ
ー
」。
美
し
い
赤

い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、

「赤
そ
ば
の
里
」
は
町
内
観
光

名
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

「
高

嶺

ル

ビ

ー

」
色

付

く

督

戦

「古
田
の
里
赤
そ
ば
花
ま
つ
り
」あ
す
か
ら

め
を
楽
し
ん
で
い
る
。
花
の
時

期
に
合
わ
た
毎
年
恒
例
の

「古

田
の
里

赤
そ
ば
花
ま
つ
り
」

は
25
、
26
日
、
上
古
田
公
民
館

な
ど
を
会
場
に
開
く
。

赤
ソ
バ
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
咲

く
ソ
バ
を
信
州
大
学
の
氏
原
暉

今
週
末
ご
ろ
か
ら
見
ご
ろ
を

迎
え
、
気
温
が
下
が
れ
ば
さ
ら

に
花
の
色
が
良
く
な
る
と
い

う
。
10
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
楽
し

め
る
。
ま
つ
り
は
、
昨
年
ま
で
中
部

営
農
組
合
上
古
田
支
部
が
主
催

だ
っ
た
が
、
今
年
は
地
域
活
性

化
の
た
め
上
古
田
区
が
主
催
。

実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
約
1

0
0
人
体
制
で
区
民
総
出
で
盛

り
上
げ
る
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
区
内
の
そ
ば

打
ち
名
人
に
よ
る
手
打
ち
そ
ば

の
賞
味

(1
日
6
0
0
食

限

定
)、
手
打
ち
そ
ば
体
験
、
山

野
草
・
手
工
芸
品
の
展
示
、
農

産
物
直
売
、
お
や
き
販
売
。
時

間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時

ま
で
。
今
年
初
企
画
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
展
示
が
26
日
、
箕
輪
西
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
。
東
京
、

千
葉
、
兵
庫
か
ら
現
役
で
走
っ

て
い
る
12
台
が
集
ま
る
。

＼

ニ ュージー ラン ド

の自然・感動伝 える

國 北條昭芳さんスケッチ展

 

箕
輪
町
松
島
の
北
條
昭

芳
さ
ん
は
29
日
ま
で
、
日

帰
り
温
泉
施
設
な
が
た
の

湯

ロ
ビ
ー
で

「
ニ

ュ
ー

ジ

ー
ラ
ン
ド
ス
ケ
ッ
チ

展
」
を
開
い
て
い
る
。

2
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
を
訪
れ
た
北
條
さ

ん
。
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の

「ミ

旅
先
の
感
動
が
伝
わ
る
ス

ケ
ッ
チ
の
数
々

ル
ホ
ー
ル
ド
・
サ
ウ
ン

ド
」、
世
界
自
然
遺
産
の

山

「マ
ウ

ン
ト

・
ク

ッ

ク
」
の
勇
姿
を
ス
ケ
ッ
チ

で
き
た
こ
と
が
特
に
印
象

的
だ
っ
た
と
い
い
、
飛
行

機
の
窓
か
ら
見
た

「あ
れ

が
"
マ
ウ
ン
ト
・ク
ッ
ク
"

だ
」
を
は
じ
め
、
「
マ
ウ

ン
ト

・
ク

ッ
ク
遠
望
」

「ミ
ル
ホ
ー
ル
ド

・
サ
ウ

ン
ド
」
「ク
ィ
ー
ン
ズ
タ

ウ
ン
近
郊
」
「ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
大
聖
堂
」
な

ど
、
旅
で
描
い
た
1
1
8

点
の
内
11
点
を
展
示
し
て

い
る
。
広
大
な
牧
草
地
、
年
中

雪
や
氷
河
を
抱
く
サ
ザ
ン

ア
ル
プ
ス
の
山
々
、
紺
ぺ

き
や
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
湖
な
ど

「感
動
、
感

動
だ
っ
た
」
と
い
う
思
い

が
伝
わ
る
ス
ケ
ッ
チ
の

数
々
。
施
設
を
訪
れ
た
人

は
外
国
の
風
景
に
関
心
を

寄
せ
、
作
品
に
見
入
っ
て

い
る
。
δ

ろ

2

び

箕
輪
町

(敬
称
略
)

9
月
7
日

▽
宇
治
達
輝

(貴
覧

・

晴
美
、
男
)

税務 経理 経営相談

何なりと電話して下さい

税理士 木下功会計事務所
南箕輪村大泉n伊 那76-1166㈹

浄水器・マッ ト・モップ・タオル・清掃用具のレンタルは

蕊 ダスキン吉澤
ヨ ゴ レ ハ ゼロゼロ

ご一報頂ければ地区担当が 多み 万国函0120-450800
お伺い致します。 伊 那市大字伊那部上牧6476TEL・72'5770 {

ナチュラ・サッソひ び き

伊那市狐島4257-3

PHONE.(0265)73・8001
PART-1伊 那市旭町1897

PHONE.(0265)72・6467
サンリッツひびき 伊那市入船3325

PHONE.(0265)72・2412

知っていますか議しい髪は健康な頭皮ヵ、ら生まれまれ!罎 額 藷≧転Z

『ケ ラ 又 々ー ゼ 』で…㌔ 竃

⑭
ケ フス タ ゼ』で
最高のリラクゼーションをお楽しみくださいませ…!
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事

大
・
μ

ト

蔓
,イ

林 づ亨

φ

子
供
の
こ
ろ
は
、
夏
に

な
る
と
金
魚
屋
さ
ん
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
水
色

ゴ
な
び

ゆ

 
の
は
っ
ぴ
を
着
て
、
天
秤

棒
の
先
に
水
の
入
っ
た
底

の
浅
い
桶
を
ぶ
ら
下
げ

「キ
ン
ギ
ョ
ヤ
ー
、
キ
ン

ギ
ョ
」
と
呼
び
声
を
上
げ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
声
を

聞
く
と
、
遊
び
を
中
止
し

て
家
に
帰
っ
て
、
母
に
金

魚
を
ね
だ
り
ま
し
た
。
縁

が
空
色
の
金
魚
鉢
に
入
れ

て
も
ら
う
と
、
わ
く
わ
く

す
る
ほ
ど
の
嬉
し
さ
で
し

た
。
早
速
、
近
く
の
小
川

ヘ
キ
ン
ギ
ョ
グ
サ

(バ
イ

カ
モ
)
を
採
り
に
行
き
ま

し
た
。

昔
は
至
る
所
の
小
川
や

流
れ
の
あ
る
溝
に
生
え
て

い
て
、
そ
の
間
を
メ
ダ
カ

や
モ
ロ
コ
が
泳
い
で
い
た

の
で
す
が
、
今
は
す
っ
か

り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
原
因
は
、
川
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
水
路
に
変

わ

っ
て
し
ま

っ
た
の
で

す
。
バ
イ
カ
モ
は
川
底
が

土
で
な
い
と
定
着
で
き
な

い
の
で
す
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
で
、
バ
イ
カ
モ
は

清
流
に
だ
け
生
え
る
も
の

で
、
水
質
の
善
し
悪
し
を

見
る
指
標
植
物
で
あ
る
、

水
質
が
悪
化
し
た
か
ら

減
っ
た
の
だ
、
と
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
極
端
に
汚
れ

た
所
に
は
生
え
ま
せ
ん

流水に白い花揺れてバイカモ

が
、
私
の
家
の
近
く
で

は
、
下
水
道
が
設
置
さ
れ

る
前
は
、
随
分
汚
れ
て
い

て
、
灰
色
の
藻
が
生
え
て

ぷ

い
る
所
に
バ
イ
カ
モ
が
あ

り
ま
し
た
。

駒
ケ
根
市
と
中
川
村

で
、
長
年
バ
イ
カ
モ
の
分

一'

、

、㌔
、s」

＼

8へ

穆

、

)

、
＼

ぎ

,6

●
、

・
晦

,
〔

亭

、

い
な
ま
い
診

陪

㌧
■
ホ
つ
と
直
直
ω
u」
ち

・㍉

イ

山
梨
県
北
巨
摩
郡
大
泉

村
に
7
月
、
美
術
館
や
工

芸
館
、
体
験
館
な
ど
が

集
っ
た

「八
ケ
岳

大
地

の
園
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ア
ル
プ
ス
の
花
馬
車
と

は
な
き
の
里
が
テ
ー
マ
。

花
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
園
内

で
、

一
日
の
ん
び
り
過
ご

ご

瓜
苓
岳

竃

⑨
同

心
安
ら
ぐ
パ
ビ

リ
オ
ン

並
ぶ

「森
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

館
」
な
ど
、
心
安
ら
ぐ
パ

ビ
リ
オ
ン
が
あ
る
。

ほ
か
に
陶
芸
教
室
、
ス

テ
ン
ド

グ
ラ

ス
作
り
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
体
験
館

な
ど
、
自
分
で
作

っ
て
楽

'

却

'

、

び 、

讐

・ぶ

 

一

へ

、 珂sL

 

し
む
場
所
も
。
懐
か
し
い

お
も
ち
ゃ
や
ハ
ー
ブ
関
連

グ
ノ
ズ
の
販
売
、
そ
れ
ぞ

れ
個
性
豊
か
な
レ
ス
ト
ラ

ン
や
カ
フ
ェ
、
そ
し
て
温

泉
ま
で
あ
る
。

開
園
時
間
は
午
前
10
時

布
調
査
を
し
ま
し
た
。
駒

ケ
根
で
は
水
田
地
帯
に
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
市
街
地
に
は
各
地
に

生
え
て
い
ま
す
。
下
水
道

が
整
備
さ
れ
る
前
ま
で
は

随
分
汚
れ
た
川
で
し
た
。

け
れ
ど
、
農
地
で
な
い
た

め
に
、
川
の
改
良
工
事
が

行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
で

す
。中
川
村
で
は
水
路
に

な
っ
て
い
な
い
昔
の
川
が

ー
カ
所
残
っ
て
お
り
、
そ

こ
だ
け
に
し
か
生
え
て
い

ま
せ
ん
。

バ
イ
カ
モ
は
流
水
の
中

で
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
て
、
白

い
か
わ
い
い
花
が
咲
き
ま

す
。
花
期
は
5
月
下
旬
か

ら
9
月
下
旬
ま
で
で
す
。

バ
イ
カ
モ
は
食
べ
ら
れ

ま
す
。
東
北
地
方
で
は
、

食
用
に
栽
培
し
て
い
る
所

も
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

(駒
ケ
根
市
立
博
物
館
学

芸
員
)

★年^

喜 ▽ぺ ざ`　 永 い 一'

曇蕊賦墨

～
午
後
8
時
。
入
園
料
は

大
人
1
5
0
0
円
、
子
供

1
千
円
。
そ
れ
ぞ
れ
1
千

円
、
5
0
0
円
の
食
事
券

が
付
く
。
八
ケ
岳
大
地
の

園

(
宕
0
5
5
1

・
38

・

8
7
1
1
)。

す
こ
と
が
で
き
る
。

園
内
に
は
ガ
レ
風
ラ
ン

プ
と
諏
訪
ガ
ラ
ス
の
里
の

人
気
商
品
を
展
示
し
た

「ガ
レ
ラ
ン
プ
と
ガ
ラ
ス

論
ス
ロ

ベ

.慧

馳へ
・

/
、;

園

一

、
頃

・

ー
ψ

・ざ

迎
.ト

、

∵

・

罪

,
ー

・・

'

-/

ー
、

吋

.
〃
7
・
'
＼}

・棲む
.
・
L

…
"預
旦遵

　五

工
芸
館
」、
ビ
ー
ズ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
多
彩
な

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
展
示

・

販
売
、
キ
ノ
ト
な
ど
を
販

売
し

て
い

る

「世
界

の

ビ
ー
ズ
と
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

館
」、
八
ケ
岳
在
住

の
絵

本
作
家
の
作
品
を
集
め
た

「森
の
絵
本
館
」、
色
と

り
ど
り
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
が

噺シピー齢 ⑳ ⑳あ老

(ジョン・バ一二ンガム作、みつよしなつや訳)

漕蓬

小
舟

で
出
か
け

る
ガ
ン

ピ
ー
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
や

ウ
サ
ギ
、
ネ
コ
、
イ
ヌ
、
ブ

タ
、ヒ
ツ
ジ

と
次
々
に
二

緒
に
連
れ
て
っ
て
」
と
小
舟

に
乗
り
込
ん
で
き
た
。

し
ば
ら
く
は
、
み
ん
な
楽

し
そ
う
に
川
を
下
っ
て
い
た

け
れ
ど

。

3
歳
か
ら
。

(ほ
る
ぷ
出
版

・
1
2
0
0

円
)

家庭でできる東洋医学

士よっと耳よりな梵語

 

自
分
自
身
で
最
も
手
軽

に
で
き
る
健
康
診
断
法

は
、
便
を
見
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
だ
け
で
健
康
の

度
合
い
が
わ
か
り
ま
す
の

で
、
毎
日
確
認
し
て
健
康

の
指
針
に
し
て
く
だ
さ

い
。便
秘
と
下
痢
の
原
因
と

症
状
と
し
て
は
、
①
不
規

則
、
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
食

事
。
栄
養
無
視
の
偏
食
(食

生
活
に
気
を
配
っ
て
い
る

人
は
少
な
い
)
②
多
量
の

飲
酒
・
喫
煙
③
運
動
不

足
、
睡
眠
不
足
④
ス
ト
レ

ス
の
蓄
積

(生
理
的

・
物

理
的
・
精
神
的
)
⑤
暴
飲

暴
食
。

'Φ佐藤 賢司

■■

 

そ
の
結
果
、
次
の
症
状

が
出
ま
す
。

1

男
女
と
も
若
い
う
ち

か
ら
肌
に
張
り
が
無
く
、

荒
れ
て
い
て
精
彩
を
欠
い

た
表
情
に
な
り
ま
す

■

腸
管

・
腸
内
で
は
腐

敗
や
老
化
が
進
行
し
て
、

病
気
発
症
の
原
因
と
な
り

ま
す
皿

老
化
が
早
ま
り
ま
す

便
秘
と
は
、
便
の
水
分

保
有
率
が
70
%
以
下
で
、

排
便
の
回
数
や
量
が
減

り
、
数
日
間
に
わ
た
っ
て

排
便
が
無
く
、
便
が
硬
く

て
出
す
時
に
苦
痛
を
感
じ

る
状
態
を
言
い
ま
す
。
症

状
と
し
て
は
、
肌
荒
れ

・
吹
き
出
物

・
ニ
キ
ビ

・
ジ

ン
マ
シ
ン

・
体
臭
が
強
く

な

る

⊥
肩

こ
り

・
疲

労

感

・
め
ま
い

・
頭
痛

・
の

ぼ

せ

・
吐

き

気

・
生

理

痛

・
お
な
ら

・
ゲ
ノ
ブ
な

ど
が
出
ま
す
。

下
痢

の
症
状

と
し
て

は
、
発
熱

・
全
身
衰
弱

・

食
欲
不
振

・
体
重
減
少

・

下
腹
部
の
痛
み

・
血
便
な

ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
腸
管
の
激
し
い
運
動

の
た
め
、
食
べ
物
の
通
過

時
間
が
早
く
な
り
、
大
腸

が
水
分
を
十
分
に
吸
収
で

な
状
態
と
言
え
ま
す
が
、

白

っ
ぽ
い
色
、
血
の
混

ざ
っ
た
赤
色
、
黒
色
は
病

気
の
印
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

ら

ル
の
う

肝
臓
や
胆
嚢
に
重
大
な

疾
患
が
有
る
場
合
、
便
は

白
く
な
り
ま
す
。
出
血
を

伴
う
赤
い
便
は
結
腸

・
直

腸

・
肛
門
付
近
の
異
常
で

あ
り
、
胃
や
十
二
指
腸
か

ら
の
出
血
は
便
が
黒
く
変

色
し
ま
す
の
で
、
要
注
意

で
す
。
コ
ー
ル
タ
ー
ル
様

ん

よ
う

の
便
は
、
胃
潰
瘍

・
十
二

指
腸
潰
瘍

・
胃
癌
な
ど
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。
小
さ

な
子
供
の
出
血
を
伴
う
下

痢
は
生
命
の
危
機
に
直
結

す
る
の
で
要
注
意
で
す
。

健
康
な
人
の
便
は
本
来

臭
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
赤
ち
ゃ
ん
の
ウ
ン
チ

が
甘
酸
っ
ぱ
く
、
と
き
に

か
ぐ
わ
し
く
さ
え
あ
る
の

は
、
善
玉
の
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
が
優
勢
で
、
酢
酸
や
乳

酸
の
発
酵
が
盛
ん
で
あ
る

た
め
で
す
。
臭
い
臭
い
は

ア
ン
モ
ニ
ア

・
イ
ン
ド
ー

ル

・
ス
カ
ト
ー
ル
・
硫
化

水
素

・
ア
ミ
ン
な
ど
の
ガ

便
だ
け
で
も
健
康
診
断
が
出
来
る
?

き
な
い
状
態
で

す
。
ま
た
は
、

腸
粘
膜
な
ど
か

ら
の
水
分
分
泌

が
過
剰

と
な

り
、
大
腸
の
水

分
吸
収
能
力
を

超
え
た
と
き
、

あ
る
い
は
大
腸

粘
膜
の
水
分
吸

収
能
力
が
衰
え

た
と
き
は
、
病

気
の
誘
発
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

〈毎 日確認 ・健康指針〉

 

赤
ち
ゃ
ん
の
ウ
ン
チ
は

明
る
い
黄
濁
色

・
乳
濁
色

で
す
。
明
る
い
黄
色
に
近

い
ほ
ど
健
康
的
、
理
想
的

・

,

、
、
-

.⊃

☆
ε㌔

箔

ぷ

㌔

一

、

〉

^

1

竃

鵬

勲
鶯多

.コ

ト

ハ
ほ
メ

ス
が
原
因
で
、
蛋
白
質
が

も
と
で
、
悪
玉
の
腸
内
細

菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
た

時
に
発
生
し
ま
す
。

健
康
な
食
生
活
を
送
っ

て
い
て
も
、
年
を
重
ね
る

に
し
た
が
っ
て
悪
玉
細
菌

の
占
め
る
割
合
が
多
く
な

り
、
「年
寄
り
の
ウ
ン
チ

は
と
て
も
臭
い
」
な
ど
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
便
が
臭
い
の

は
、
腸
内
環
境
が
悪
化
し

て
い
る
証
拠
で
、
ウ
エ
ル

シ
ュ
菌
・
大
腸
菌
な
ど
の

悪
玉
菌
が
増
殖
し
て
身
体

に
悪
い
影
響
を
与
え
る
有

害
物
質
を
作
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

黒
い
タ
ー
ル
状
で
生
臭

い
時
は
、
胃
や
十
二
指
腸

な
ど
で
か
な
り
の
出
血
が

予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
要
注
意

で
す
。
ま
た
肉

や
魚
が
腐
っ
た

よ
う
な
臭
い

も
、
腸
の
ど
こ

か
で
の
出
血
も

予
想
さ
れ
ま

す
。
「お
な
ら
」

は
不
健
康
の
印

で
す
が
、
大
量

の

「お
な
ら
」

で
も
臭
く
な
い

な
ら
心
配
あ
り

ま
せ
ん
。

伊 那 市 ・佐 藤 整 骨 院院 長

E-mallsatom@wonderocnneJp
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お
や
き
、せ
ん
べ
い
、
手
打
ち
う
ど
ん
な
ど

信
州
の
定
番
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。

作
ぞ

楽
し
む

、信
州
の
粉
食

好
評

「作
っ
て
楽
し
む
信
州
の
漬
物
」
の
姉
妹
編
。
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稜
線
か
ら
里
山
ま
で
、

人
び
と
や
動
植
物
の
姿
な
ど
、

紹
介
さ
れ
る
機
会
が
少
な
い

中
央
ア
ル
プ
ス
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。

中
央
ア
ル
。フ
ス

■
■

.抑一
‥－

AB判/200頁 定価2415円(秘)
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(第3種 郵便物認可) 伊 那 ・亭1≡ ヨ 新 聞 2004年(平 成16年)9月24日(金 曜 日)〈8>

州Hκ. ≡ MHκ 一・ ≡ SBC
4.30お は よう日本N因

▽ プロ野球交渉結果 は

▽中継 ・ゲームシ ョー

▽記録に挑 む イチロー

▽ ミ葉っぱミで魅せ る

コリウス↓も、

8.15園 囲 天花 藤沢恵麻㌦

30N◇35生Y舌 ほっと 血 　

管が喜 ぶダ ノタンそば1

▽ ルチ ンたっぷ り血液

サ ラサラ ・高血圧解消

00N目 ◇05團[S}ほ っ と

園芸Q&A▽ 日本の多

△ MBS
5.00漢 詩 ◇ 自然◇ ビジ ネス`5.00健 康 一番 シ ョノピング

6,00伊 語 ◇30体 操◇45手 話i5.30ウ ォ ノチ!プ ロ野球

7.70[副わ んパ ーク は りも

く▽絵本▽30圏 ひ とり

で▽英語遊ぼ▽ か らだ 　

遊ぽ▽8.00日 本 語遊 ぼ1

▽70い ないばあ▽ プチ

▽30お かあ さん と一緒

00團ハケルノ小学校圃
75人 形劇場◇30さ わやか
45園圃ひとつの地球圃

00⑳ こ くご ・ことばあ!圃

75[…記算数12圃 ◇30き もち

肉植物 ・春 咲 き宿根草45園 困3つ の とび ら圃

00面 ◇05團 国美 しき日本oo国 スーパ ー英語 リア ン圃1

百 の風 景圃 「奥志摩」r5圏 にんげん 日本史圃

30み んなのス タシオ130[国 デ ジ タル羅針盤◇10m

ス ト回避へ労使の攻 防

▽ イチロー記録へ加速

ついにカウン トダウン

▽室伏選手 に金メダル

▽えっ9犬 専用カメラ

8.30は な まるマーケ ノ ト

▽衣食住か ら健康情報

▽豪華 ・ゲス トトーク

▽ ミ素敵 な生活ミ提案

▽ アイアム レシピ↓輪、

7020国 快進撃!ア ジア情熱

の リノチマン～上海 ・

香港 台湾

7tl5国 料 理 さん ま◇買物

30圏Nフ ロン ト 小島慶子

6

7

8

9

01

11

鼻・"7▲

00圏N◇20国 お昼です よ1

「明 日のス ターたち」

45團 團天花 圃 藤沢恵麻ほか

00N◇05[固 ス タシオパー

ク ロシアン ・プラス

金管五重奏

00皿 ◇05[国 ア テネパ ラリ
ンピ ノク 金の高 田再

登場▽成田◇50團 体操

00園 田

72團 国 大相撲秋場所

「13日目」 各段優勝 力

士 インタビュー

正面解説 田子 ノ浦

尾車

向正面解説 ・湊
～両国国技館(中 断NI

4.02～05、5.00～03)

00国国たべ もの新世紀圃
二十世紀ナシ百年の味

35固固まる得◇40国 名曲選

00圏NHK手 話 ニュース

05園 す くす く子育て圃

35わ くわ く授業圃

00高 校地学 安達修子
30高 校物理
「弦の振動」川角博

00は ぴ ひる!圏 第1回

放送 か ら懐か しのコー

ナー まで一挙放送」 ほか

00国 国すずが くれた音 「ボ

ランテ ィアの心得」

30闇 闇虹のか なた

00ジ ャス ト 辛 口ピーコ

VS自 由が丘 ミセス美 人

　50NAGANq圃 ◇ 買物

00高 校化学 「電気分解」00
30高 校生物 「染色体と遺
伝子」② 中村雅浩

水戸黄門圃 「仏の里の
鬼退治 ・彦根」西村晃
あおい輝彦辱◇54N

00[副わ んパ ーク

チ▽20お かあ さん▽50

モ リソー▽ぴ りっ と▽

5.00か らた▽英語▽20

團 ひ とりで▽絵 本▽ ピ
タ▽ 日本語▽50ク イン

ばあ▽ プ 　00

00N◇15イ ブ ニング信州

発表 ・SO選 手団が利

用する市町村 は▽豊田

村 を訪ねて…▽ 因1も・

レデ ィス4

45国Uパ レー ド すっぱさ

が味の決 め手 ・母 さん

の リンゴアイデア料理

▽サマーシャンプ情報

5.50固 目 ニュースの森

6」9SBCニ ュースワイ ド

越県合併 に揺れる村▽

三輪車で地域お こし?

55上 沼 恵美子 は見た1秋

日常 ワイ ド劇場SP1

0

1

2

3

4

5

4.56国 テ レシ ョノブ

5.25め ざ ましテレビN目

▽情報 満載のニュース

▽芸能情報てん こ盛 り

▽ 社会問題 をリサーチ

00と くダネ!① 芸能&

事件 ・事故 ・政治経 済

⑱裏側②最新情報満載

タイムスが紙面充実③

ファノシ ョンのお値段

㊨ 邊B万 識 ・・=

14.25国 あ さ天一番1◇ 園田4.50国 国◇55買 物 ◇5.50N　
5.30ズ ー ムインSUPERl6,00や じうまプラスN目
▽最新 ニュースの詳報 ▽社会…事件最新情報

▽ 秋の大雪山 自然紀行 ▽芸能…離婚結婚詳報

▽我が 町の天才 的達人 ▽スポーツー新記録 ほか

▽ 話題 マ ノサージいす00モ ーニ ング 衝 撃事件

9.55国 こたえて ちょ一だい 　

恐怖 ・私恨 まれてます

▽戦懐 の嫌が らせ ・意

外な犯 人像 に絶句㌦▽

郁恵 ・井森◇團暮 らし

7L30団 ス ピーク

川端健嗣 高木広子

00国 アニメ ・お じゃる丸 圃

10團 アニメ忍 たま乱太郎 圃

20国 天才 ヒノ トくん
コノコ変身▽ アルス㌔

δσ園[固アテネパ ラリンピノ

ク圃 陸上車いす金 の 　

高田再登場▽成田金へ1

の挑戦続 く 桑名正博

45[固 ミクロワール ド

50圏 子供手話 ウイーク リー

00笑 っていい とも

関根勤 草弼剛

ココ リコ おす ぎほか 　

00園 国ご きげん 恋 の告 白1

意外 な展開▽角田信朗1

30園 圃 女医 ・優圏

▽爆笑 ニュース コント

8.30ザ1情 報 ッゥ

▽最新 ニュース&芸 能

今週の話題 を総 まくり

▽芸能界噂の地獄耳▽

ヨネスケ隣の晩ごはん

7α25フ レ ノシュ

30街 まち圃◇45皇 室 日記1

00園 か らだ元気科

25園 生活 ミニi青幸艮◇30圏N

50買 物 ◇ ホーム ドクター

00圏 口NHKニ ュ ース7

今 週末 もス ト突入か ・

プロ野球▽気象情報ほか

30特 報首都 圏

「なぜ広が らないセ カ

ン ドオ ピニオン」◇ 目 　

00お もい ノき りテ レビ

秋に血液の質 を高めて

女性 に多い症状 を改善 　

▽ 雷蔵 ・勝新育 てた男

▽青森の甘い米粉 もち

L55サ ・ワイ ド 好評企画

実録 ・金曜 日の告 白…

仰天 ・激怒 ・泣 き笑 い

衝 撃体 験を本人たちが

赤裸 々告 白▽速報 中継

気になるニ ュース現場

3.50[iii]しま じろう1

4.20[固 トランス フオーマー1

ス ーパ ーリンク

50国 ザ1鉄 腕!DASH〃

圃DASH村 の米づ

くり愛 と苦悩の収穫祭

事故 ・政治経済 ・芸 能

さらにパ ワーアンプ▽

独走&㊧ 独 占ス クープ

▽旬の話題 を徹底追 跡

9.55国 番組 アラカル ト

00国 開運のツキ

05国 所おす ぎ トホホ人物伝

大奥 一全15将 軍SP圏 　

00て れび博物館 「戻 し方
で激変乾シイタケ」

30国商売繁盛蔵の町◇55団

00国 健 康Q&A「 秋 か ら要

庄意 ・ぜ んそ く発作」

子 どもも大人 も▽引 き

金は▽03(5454)9001

FAX募 集 南美希子

45圏 手話 ニュース845

00團 超 星神 グランセイザ ー

30国 たの しいホーム経 済学

45国 ハ ノピーライフ◇番組

00團圏挑戦1こ とばゲーム
▽元宝塚VS最 強男▽真

琴つばさ隠された失敗
▽高田延彦大食い伝説

▽鳥羽完敗?

45ニ ュース信州845
00固NHKニ ュース9
75園圃慶次郎縁側 日記
「片付け上手」

高橋英樹 安達祐実
かたせ梨乃 奥田瑛二

石橋蓮司 岡本綾◇ 因
00国NHKニ ュース10
内閣改造へ動 き始まる
小泉 ・安倍会談▽プロ

野球どうなる新規参入
▽東京ゲームショウで

新たな戦い▽気象情報

00園圃にんげん ドキュメン
ト はるかのひまわり

45読 む 野球界はどこへ
0.00N因 ◇75圏[S]PJ

O.55国大相撲幕内の全取組

6

夫婦嫁姑&ご 近所親類

露量留蝶2撫7
が再現VTRで 大熱演
▽三田村&保 坂&珠 緒

芸能界 トラブルも解決
▽夫の携帯見る9親 と

卵≧㌫;誓鱈8
浮気発見術 ワ悩み解決
決すべて教えます◇N_

00国 ビギナー圃 「もらえ!

ボ ケ ノトテ ィノシュ」

54ス ーパ ーニ ュース

「日々のニ ュースの本

質を徹底取材 ・検証」

キャス ター ・早川英治

御影倫代 安藤優子

15.50ゆ うが たGet!プ ラ`

ス1團 全国ニュース

▽6.17Nプ ラス1信 州

　 みすず かる信濃の幻 の
　 竹▽紅葉最前線 を行 く

00は っぴい工房

30銭 形平次 「夢の中の殺
人」北大路欣也
真野あずさ 伊東四朗

丑25ス クランブル 深読み
活字ナヒ様々な記事の

裏側を総力チェノク▽
詳報 ・列島凶悪事件▽
注目の出来事追跡▽N

7.05圏上沼◇園圃徹子 蛇
好き主婦 ワさだまさし

55〔§]インフォメーション

00国相棒圃 「命の値段」
水谷豊 寺脇康文
高樹沙耶㌦◇55N

00因 み の もんたのSOS1

あなたを襲う本当の恐

怖SP引 田天功謎の
手紙 ・衝撃の内容公開
猛威をふるう大雨台風
被災地の悲痛な叫び ・
家がない ・米がない ・
浅間大噴火 ・忍び寄る
大地震 ・あ なたの家 は 　

大丈夫?危 ないマンシ 　

ヨンの秘密&地 震予知

8.54N〈 〉[亘]因

00園 圃 金曜エ ンタテイメ ン

00国 ぐるナイ秋の実 り倍増

だ よスペペペ シャル 〃

おあず けは最高のコチ

日本イタリア中国料理

予約殺到店でああ無情

丸かふ り美食パ レー ド

オセロ松嶋 ヨダレ牛 肉

腹ペコ限界 くりいむ涙

浅野 ゆう子ペロ リ残念1

▽ ユ ンソナ ちょいエ ロ

グラ ビア娘 ズブぬれ或

8.54N因

00国 暮 らしQ&A特 集 女 　

性のためのDIY道 場 　

▽ プロ不要9リ フォー

ムや家具作 り▽主婦 が

技 コッを簡単マス ター

55国 ミニ英会話 ・ひとこ と`

00国 国世界美術館紀行

「美 の革命家マルセル
・デュシャンの遺産」

2521世 紀 ビシ ネス塾

▽ 町 ぐるみ農地活用法

50 一視点二論点 十市勉 　

00中 居正広 のキンスマ1

波 瀾万丈 スペ シャル 〃

陞鵠 麗麗磯9
森山良子 ・涙そうそう
が悲痛な別れを癒やす
▽娘 を襲った小児がん

無邪気に生きた3年 間

羅鷲鵠㌧癬`10
歌声に涙が止 まらない

7α54N

00赤 い完全犯罪
峰尾基三脚本
坂東高司監督

名取裕子 内藤剛志
金田龍之介 速水典子

4.55[固NJチ ャン
▽全国のニュース
▽スポーツ
▽因

6.77ABNス テーション
山口村が合併への意気
込み▽中継 ・森林浴発
祥の地から㌦◇55古 都

00国百語英会話◇70日 本語 　00西国ハニカミ1⑳ 長崎
30筑 紫哲也NEWS23

00壮 絶 〃涙の歴史超大作

ト 「海に消 えた一真実 　03園 圃金曜ロー ドショー

封印 された一・ミ拉致 ミ

13歳 で ミ突然の失踪 ミ

24年 後 ミ奇跡の再会 ミ

39年 後 ミ運命の帰国 ミ

引 き裂 かれ た親子の絆

たった一人で戦 った母

愛 と涙の41年 余記録」

泉 ピン子 杉本哲太

国生 さゆ り 不破万作

7α52N

30国 真 剣10代 しゃべ り場

0.30新 に ほんご◇50国 地球 　

7.00團 趣 味か らくり玩具 圃

3.05国 デ シ タルで選べ る

7.20ト キ オ圃◇2.20視 点 圃3.25團 や きもの◇50化 学 圃

2.35HV特 集◇ 映像◇相撲4.20情 報A圃 ◇50岡 山散歩

8s17ユ

9星祭当 ▽纏 籠11
0.35国 魔 女 の条件圃

L30国 え ぐら開運堂

2」0国 アニメ魂(2.40)

00園 メ ン トレG改 名芸人

30国 木梨ガイ ド 女優秋吉

50ニ ュースJAPAN

O.55国 劇 団演技者。 特番

L25[到 チ ョナン◇40SRS

架祇;:;;駿㌻號 ∈

5.00お は よ う日本N因

▽ スポーツ▽列島辱

7.30国 劇天花 藤沢恵麻㌦

7.46團{零 つ くし 沢 口靖子

8.05固 ワール ド団アワー

9.00[到 と一 もくんワール ド

9.30團 あ なた とエアロヒ

7α00国ク ラシ ノク倶楽部

第1499回N響 演奏 会

7L24

30国 ア リゾナ

0.00N出 来 事◇29国MAX

O.44国 ドシロ◇街◇ 国松紳

7.59国HERO野 球 ㊧話

2.29[亘]AXO1◇59買 物 ◇ 因
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▽

の

と

00国 国 ドラえ もん 「サム ラ

イち ょん まげ」「みち

び きシゾウ」

30團 国あた しンち みかん

遅刻だ、遅刻だ っ

54団

7140園 圃 自然百景◇54因

0.00園 圃◇f5圏 釣 りの旅 團

0.40園 圃普段着温泉 岩手

7.00国 大 相撲秋場所

「13日 目」

解説 ・富士ケ根

田子 ノ浦 尾車 湊
～両国国技館

(4.00～6.00ま で 、

副音声 は英語放送)

園3.12か らは文字多重1

6.00囹 音 楽が 出会 う街

00国Mス テーシ ョン 新 曲

初披露 …浜崎あゆみ▽

モー娘 石川新ユニ ノ ト

サヤカ ・アシ ノドマ ン

関ジ ャニ8・ 葦原朋美

54固 目

00笑 い の金メダル 衝 撃

泣 くのは誰 だ ウ超人気

昼メ ロ主演女優VS劇 団

ひと り▽ アンガールズ

VSレ ギュラーVSヒ ロシ

　54国 報道ステーシ ョン

あの時、野球の神様 が

舞い降 りた… こんなに

面白 くて心躍 る瞬間が

プロ野球 にあ った こと

覚えてますか9▽ 好 き

なんだ近鉄好 きなんだ

7L70[固LIFE

75探 偵1ナ イ トス クー プ

0.70タ モ リ◇40愛 エ プロン

　1.10エ キ ゾチ ノク◇ ポピー

7.50朝 まで生テ レビ 激論

プロ野球が消滅する9

4.50笑 顔 の休 日(5.00)

渡 辺 香津美㌦◇BS

7.00圏 ⊆}NHKニ ュ ース7

7.30團 囲 ちゅ らさん園圃

18.00国 映画 「13デ イズ」
ケ ビン ・コスナー

ブルース ・グリーン

ウ ノ ド㌦(字 幕)

7α30国BS日 本 の うた圃

古賀メロデ ィー特集

0.00[Eク ラシ ノク ・ロイヤ

ルシー ト

4.00[Eオ ー デ ィオ(5.00)

βS7

5.00世 界 トソプN米 菓

独 ロ辱▽6.00各 局▽

米㌦▽7.00英 仏 韓中

8.00目 米 大 リー グ デビル

レイス×ヤ ンキース

解説 ・大島康徳(録

画)▽ 松井秀喜(中

断N)(延 長 あ り)

【中止】 ワール ドN

7LOOロ タクシー◇株式◇N`

0.001コCNNN◇70世 界 因

ll:網具罵写夏号饗
7.30⊆|ABCN◇50BSN

2.00口PBS団 ◇50BSN

3.00口CNNN◇70世 界 因1

3.20海 外 ◇25株 式 ◇50N　

4.00ロ ワ ール ドN◇ 首都圏

5.00口CNN圓 ◇ 因◇海外1

5.25口ABCN◇50BSN　6
.00口 改造◇20地 球 ◇50N

7.00国 ハ スケ ノ ト女子 「J

OMO× 日本航空」

8.40国 シ ネマ◇大 リーグ

9.30[固 ウ オーカー◇MLB

7α30国大相撲幕内の全取組

77.00き ょ うの世界 昭和

の文豪 とアラブ㌦

η.50口世 界のリポー ト

0.40国 モ トGP世 界 選手権
・日本グランプリ圃

2.05ロ ア ジアN◇N◇ 情報

3.20国 デ シス タ◇米N◇N

■
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7　 00

7　 30

■
企業◇健康アドバイス
ハローちびっこ

「西春近南保育園」

新選組紀行
東北じゃらん

「西春近南保育園」

Dイ ンフォメーション

富士山の科学

「星のカービ ィ」

「東京ミュウミュウ」

ICTケ ーブル団

エ リア レポ ート

「街の話題を特集」

世界びっくり旅行

団◇ 「街の話題」

0
0

0

0

3
0

0

0

8

0
1

2

アビバパソコン講座

田楽の快楽
団◇「街の話題」
MJTV

8/00

9　 00

9/30

10　 00

12　 00

1/00

2　 00

、30

/45

3/00

センバツPLAYBACK

ATPTENNISSHOW

フ ィ ットネスNOW

オ ランダサ ッカー

工ールデ ィビジ

baseTVボ カ ン ッ1

花 月爆笑劇場

フィノトネスNOW

中尾和子のいつどこダイエノト

Aloha!ゴ ルフコース

NFL2004
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0
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0
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7/15

8　 00

10■5

12/30

HOTSHOT

テ コンドーT.K.D

ThlslsKAIENTAI

ボ ー ドス トー リー

エクステラ ・プラネ ット

G-PANIC

バ トルインフォメーシ ョン

全日本キ ックボクシング

角田信朗チャンネル

NFL2004

■

プ ラス ・プ レス

パ ッド・カンパニー

輝きの海

リース・ウィサースプーンの

すべて

1　 30

3/30

5■5

8.00

10.00

12.00

2　 45

3/45

まぼろし

ブラインデ ッド

ノミルジ大作戦

ブランケ ット&マ クレーン

カンパ二一 ・マン

ジャッジ ・ザ ・ムービー

ドーソンズ ・ク リーク

クリミナル ・ラヴ ァーズ

■■■〔 ■■■
6/40マ イクでこんにちは 東部

中2年 常田俊太郎君
全国的なバイオ リンコン

クールで3位 入賞

7

「
O

、30

6/00団 ・言舌題

、20お 誕生 日おめでとう②

0

0

0

0

只
」
0

∩
U
3

、45

6/00
/30

る～らるコミュニテ ィ

農林水産省 トピックス

パソコンで遊ぼ うXP版

匠の息吹を伝える

生 きものだれがどこに?

THEMAKING

(話題等20:00・22:00圃)

団 ・話題

る～ らるコミュニテ ィ

6/30団 「ふれあいネ ットワーク」

(7:30以 下7回 圃)

7/45入 野谷ズームア ップ

6.40明 日の福祉 グループホー

ム"家 族"設 立(20:50圃)
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㊧

、驚
動

驚

北
斎
に
た
め
息

ア
テ
ネ
五
輪

・
柔
道
重

量
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト
鈴
木

選
手
は
以
前
サ
ッ
カ
ー
と

柔
道
で
迷
っ
た
事
が
あ
る

と
い
う
。
試
合
の
流
れ
に

注
目
す
る
と
相
手
を
足
払

い
で
弱
ら
せ
タ
イ
ミ
ン
グ

で

一
本
狙
い
が
多
い
。
サ

久
し
振
り
に
若
い
娘
と

街
を
歩
い
た
。
若
い
と

言
っ
て
も
30
代
半
ば
頃
だ

ろ
う
。
現
代
っ
子
の
か
け

ら
が
ど
こ
か
に
残
っ
て

い
る
よ
う
に
も
見
え
る

年
頃
で
あ
ろ
う
。
東
京

の
街
は
い
つ
来
て
も
に

ぎ
や
か
に
老
若
男
女
で

ご

っ
た
が
え
し
て
い

た
。
「ね
え
久
し
振
り
だ
し

『
ホ
テ
イ
チ
』
で
お
い
し

そ
う
な
も
の
買
っ
て
い
っ

て
お
部

屋
で
食

べ
な

い
?
」
「そ
れ
と
も
、
『デ

ッ
カ
ー
で
鍛
え
た
足
技
だ

か
ら
相
手
は
た
ま
ら
な

い
。
努
力
を
積
ん
だ
事
は

無
駄
に
な
ら
な
い
し
ど
こ

で
花
が
咲
く
か
分
か
ら
な

い
。
「己

(お
の
れ
)
六
歳

よ
り
物
の
形
状

(
か
た

ち
)を
写
す
の
癖
(
へ
き
)

あ
り
て
…
」
と
人
生
を
振

り
返
っ
た
人
物
が
い
る
。

75
歳
の
葛
飾
北
齊
そ
の
人

で
あ
る
。

15
歳
頃
に
杉
田
玄
白
ら

の

「解
体
新
書
」
が
刊
行

さ
れ
る
と
言
う
タ
イ
ミ
ン

お

じ
さ

ん
遅
れ

て
る

ー

パ
地
下
』
で
も
い
い
よ
。

途
中
で
『駅
ナ
カ
』
を
通
っ

て
行
こ
う
よ
」

現
代
語
の
オ
ン
バ
レ
ー

〈伊
那
市
〉

◇
市
▼
第
2
回
合
併
協
議

会
(午
前
9
時
、
市
役
所
)

▼
上
伊
那
森
林
組
合
中
部

支
所
運
営
委
員
会

(午
後

3
時
、
J
A
上
伊
那
フ
ラ

ワ
ー
ホ
ー
ル
)

◇
学
校
▼
全
中
学

伊
那

北
、
箕
輪
工
業
高
校
体
験

グ
も
、
正
確
に
写
し
取
る

生
涯
の
始
ま
り
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
16
～
19

歳
ま
で
版
木
を
彫
る
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
た
事
か
ら

後
に
北
齊
の
版
下
絵
ほ
ど

彫
り
や
す
く
出
来
て
い
る

絵
は
な
い
と
彫
師
の
間
で

言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

さ
て
、
こ
の
夏

「豊
科

町
町
村
A口併
50
周
年
記
念

企
画
展
/
北
齊
漫
画
と
北

齊
の
富
士
展
」
を
見
に
「豊

科
近
代
美
術
館
」
を
訪
れ

た
。
禽
獣
虫
魚
草
木
骸
骨

般
若
自
然
万
物
モ
ノ
ノ
ケ

ち
を
か
け
る
よ
う
に
歩
き

出
す
。
最
新
の
流
行
語
だ

ろ
う
が

「わ
か
ん
な
い

の
?

お
じ
さ
ん
遅
れ
て

る
ー
」
年
頃
の
子
供
を
持
つ
現

ド
。
ま
だ
ほ
か
に
い
く
つ

か
言
葉
が
彼
女
の
口
か
ら

飛
び
出
し
て
き
た
。
キ
ョ

ト
ン
と
す
る
お
じ
さ
ん
に

「変
な
顔
し
な
い
で
、
さ

あ
行
く
わ
よ
」
と
追
い
討

入
学
▼
伊
那
小

3
年
社

会
見
学〈駒
ケ
根
市
〉

◇
学
校
▼
東
小
・
発
育
測

定

〈箕
輪
町
〉

◇
町
▼
地
下
水
保
全
審
議

会
(午
後
1
時
半
、役
場
)

▼
町
P
T
A
連
合
会
要
望

(
午
後
2
時
半
、
役
場
)

⑭

代
の
親
は
、
我
が
子
と
の

会
話
が
か
み
あ
う
の
だ
ろ

う
か
。
他
人
の
子
と
今
日

は

一
緒
だ
が
、
も
し
私
に

娘

(む
す
め
)
で
も
い
た

な
ら
、
毎
日
が
と
ま
ど
い

の
類
ま
で
よ
り
ど
り
み
ど

り
。
体
格
を
変
え

(
に
ら

め
っ
こ
の
最
中
に
デ
ッ
サ

ン
し
た
様
な
)
沢
山
の
愉

快
な
表
情
を
男
女
の
区
別

な
く
自
在
に
柔
ら
く
描
か

れ
た
全
て
が
溜
め
息
の
源

で
、
今
に
も
動
き
そ
う
な

高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
誇

る
の
に
、
笑
い
を
誘
う
余

裕
が
な
ん
と
も
た
ま
ら
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
を
覗
き
込

み

「ク
ク
ク
」
と
口
許
を

隠
し
な
が
ら
肩
で
笑
い
、

愚
息
を
絵
の
前
に
引

っ

張

っ
て
き
て
は
笑
い
A口

の
連
続
だ
ろ
う
と
思
い
な

が
ら
後
を
つ
い
て
歩
い

た
。
で
も
楽
し
か
っ
た
。

途
中
何
度
か
そ
の
娘
の

携
帯
が
鳴
っ
た
。
「チ
ャ

ッ
友
か
ら
よ
」
と
か

「メ

ル
友
」
だ

「
エ
ッ
セ
友

よ
」
と
言
っ
て
楽
し
そ

う
に
笑
っ
て
い
た
。

田
舎
へ
帰
っ
て
友
に

話

し

た

ら

「も

う

ち
ょ
っ
と
年
が
近
い
人

と
付
き
合
っ
た
ほ
う
が
楽

し
い
ぜ
…
」
だ
っ
て
。
あ

あ
い
や
に
な

っ
ち
ゃ

っ

た
。
(長
野
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
社
長
、駒
ケ
根
市
飯
坂
)

い
、
よ
そ
の
方
も
同
じ
絵

の
前
で
笑
っ
て
見
て
い
る

の
を
見
て
又
嬉
し
か
っ
た

り
:
。
富
嶽
百
景
と
富
嶽
三
十

六
景
は

「風
景
十
人
物
十

生
活
」
が
描
き
込
ま
れ
た

美
し
い
集
大
成
だ
っ
た
。

焚
き
火
の
煙
の
向
き
や
飛

ば
さ
れ
た
紙
に
よ
っ
て
描

か
れ
た
風
、
大
木
の
根
元

で
両
手
を
広
げ
幹
の
太
さ

を
表
現
と
、
こ
の
心
憎
い

ば
か
り
の
演
出
は
、
こ
の

世
を
全
て
写
し
取
っ
た
北

齊
に
し
か
出
来
な
い
組
み

合
わ
せ
と
構
図
…
。

「1
1
0
歳
に
な
れ
ば

一
点
、

一
格
が
生
き
て
い

る
よ
う
に
な
る
」
と
願
っ

た
画
狂
人
が
90
歳
で
没
す

る
時
の
心
情
を
思
う
と
1

枚
1
枚
に
込
め
ら
れ
た
命

い

な

ま

い

ガ

イ

ド

▼
み
の
わ
祭
り
小
委
員
会

反
省
会

(午
後
5
時
半
、

役
場
)

◇
学
校

・
保
育
園
▼
キ
ャ

ン
プ

(北
小
6
年
1
組
)

〈高
遠
町
〉

◇
町
▼
第
2
回
3
市
町
村

合
併
協
議
会

(午
前
9

時
、
伊
那
市
)
▼
伸
和
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
ズ
と
の
懇
談

ま
で
も
が
感
じ
ら
れ
私
は

帰
路
で
ま
た
決
意
し
ま
し

た
。小
布
施
の
祭
屋
台
の
天

井
絵

(鳳
画
図
・
韻
図
と

怒
涛
図
ー
男
浪

・
女
浪
)

を
組
み
合
わ
せ
て
描
き
た

い
ツ
!
と
。
腹
の
中
で
十

分
発
酵
さ
せ
た
ら
筆
を
取

る
こ
と
に
し
よ
う
。
レ
ベ

ル
の
高
い
作
品
を
見
る

度
、
同
じ
所
で
生
き
て
み

た
い
と
願
っ
て
し
ま
う
私

な
の
だ
。
沢
山
の
先
輩
に

影
響
さ
れ
て
葛
飾
北
齊
の

よ
う
に
1
1
0
歳
で
大
成

し
た
い
…
と
願
っ
て
い
る

(笑
)
。

(伊
那
市

・
い
つ
し
か
北

齊
!
)

「人

」
が
楽

し
み

会

(午
後
6
時
30
分
、
さ

く
ら
ホ
テ
ル
)

◇
学
校

・
保
育
所
▼
3
年

生
箕
輪
工
業
、
伊
那
北
高

体
験
入
学

(高
遠
中
)

〈
飯
島
町
〉

◇
学
校
▼
飯
島
小

振
替

休
日〈南
箕
輪
村
〉

◇
村
▼
1
5
3
バ
イ
パ
ス

地
権
者
組
合
役
員
会

(午

前
11
時
、
大
芝
荘
)

〈長
谷
村
〉

◇
村
▼
第
2
回
3
市
町
村

合
併
協
議
会

(午
前
9

時
、
伊
那
市
)
▼
村
議
会

9
月
定
例
会
本
会
議

(午

後
3
時
、
役
場
)

◇
学
校

・
保
育
所
▼
3
年

生
箕
輪
工
業
、
伊
那
北
高

毎
日
12
面
の

「人
」
の

紹
介
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
の
生
き

方
と
か
仕
事
と
か
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も

た
め
に
な
り
ま
す
。

(高
遠
町

・
中
学
生
女

子

・
14
歳
)

親
子
で
話
し
合
い
を

毎
日
い
ろ
ん
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
親

体
験
入
学
、
2
年
ふ
れ
あ

い
訪
問
、
心
の
教
室

(長

谷
中
)〈中
川
村
〉

◇
村
▼
例
月
出
納
検
査

(午
前
9
時
、
役
場
)
▼

村
観
光
協
会
理
事
会

(午

後
-
時
30
分
)
▼
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
会

(午
後

7
時
)

子
で
も
っ
と
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
話
し
合
え
ば
い
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

(下
諏
訪
町
・
中
学
生
女

子
・
15
歳
)

治
安
の
悪
化
に
歯
止
め
を

最
近
、
身
近
な
生
活
の

場
で
凶
悪
事
件
が
絶
え
な

い
。今
、
犯
罪
抑
止
の
た
め

に
警
察
、
地
域
住
民
と
連

携
し
各
市
町
村
の
行
政
機

関
が
早
期
に
少
年
非
行
防

止
や
犯
罪
等
に
対
す
る
条

例
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

(箕
輪
町

・
会
社
員
男

性

・
41
歳
)

伊
那
旭
座
1

(宕
72
・2
1
8
8
)

ヨ
ン
様

ス
キ

ャ
ン
ダ

ル

伊
那
旭
座
2

〈
旧

映

劇

〉

(宕
72
・2
1
8
8
)

世
界
の
中
心
で
、

愛

を

さ

け

ぶ

◇
学
校
▼
中
川
中

振
替

休
業
▼
東
小

児
童
委
員

会
▼
西
小

5
年
総
合
学

習
事
前
授
業

蕊 一

　 雪
一デ5「

一

●`

」ま裏す衰 協 議II § け
・ψ,w=三 た け だ の 焼 き 肉 コ ーース 三,一 ・ψ,一[亘 理部 一 一 「両 部 寸

D▲ ☆まんぷくコース・・も885円(税込)☆中食ぺ放題コーズ ・・4,410円(税込)☆ステーキ食べ放■コース…4725円(税 込)宕72・CnOO宕78・2392

料理・飲物・込み込み コース

始めました 禰 ＼

●駐車場完備
㍑]一 ス

ロース

竹の冶
〉θ 伊那市信金本店東
宕(0265)78-2844
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*カ ット&パ ーマ*

　 ネい き せ

美容室みぞぐち
専用駐車場あります.

伊那市旭町(長野銀行前)TEL(0265)72・3776
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卿 ロース ●相撲胴理

●日ホ間塞

●居酒精選

まかせ下さb

塗装工事・防水工事(見 積無料)

1、株式会社プ カ Ψ 力
伊那市西春近2426-41西72-3528
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新目÷螂伊(第3種 郵便物認可)

一あなたのお て つ だ い

撫1野◎ 一
駒 ケ根 市 ・伊 那 市 ・宮 田 村

松 井 自動 車
ゆたかなカ ー ライ フ

看
護
大
学
と
と
も
に
ー

開
学
10
周
年
を
迎
え
て
⑦

「看
護
大
学
の
開
学
10

周
年
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し

い
花
壇
に
よ
う
や
く
な
っ

た
。
市
内
70
カ
所
余
の
ふ

れ
あ
い
花
壇
の
中
で
、
こ

こ
は
規
模
も
美
し
さ
も
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
。
学
生
と
地

域
住
民
と
の
交
流
の
花
、

地
域
の
協
力
連
携
の
花
が

見
事
に
開
い
た
」
と
胸
を

張
る
。
毎
年
6
月
の
第
1
週
の

土
曜
日
、
看
護
大
学
の
有

酸
素
運
動
公
園
コ
ー
ス
の

一
角
に
あ
る
ふ
れ
あ
い
花

壇
で
は
、
看
護
大
学
生
と

地
元
の
看
護
大
学
周
辺
景

観
形
成
住
民
協
定
協
議
会

(着
任
協
)
会
員
に
よ
る

花
苗
の
植
え
付
け
が
行
わ

れ
る
。
約
1
5
0
人
が
参

・
三
エ
野
菜
乞

エ
ェ
罫
'
一'

エ一=
ロ
一壬
'
工
X室
宮三

エ
一=ぞ
璽
一̂

エ
ェ
葺
=
一三

揺8

幽 高原美術館で11月30日まで

加
し
、
2
千
本
の
苗
を
植

え
付
け
る
光
景
は
壮
観

だ
。
花
は
6
月
下
旬
か
ら

咲
き
始
め
、
7
月
に
は
、

同
花
壇
の
シ
ン
ボ
ル
フ
ラ

ワ
ー
で
あ
る
カ
ン
ナ
を
は

じ
め
、
十
数
種
類
の
花
が

咲
き
誇
り
、
訪
れ
た
市
民

や
学
生
を
和
ま
せ
る
。

看
護
大
学
開
学
か
ら
1

年
経
過
し
た
95
年
12
月
、

吉
川
さ
ん
が
議
長
を
務
め

た
上
穂
区
5
町
内
の
定
期

総
会
で
、
大
久
保
重
富
さ

ん

(着
任
協
事
務
局
長
)

ら
か
ら

「大
学
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
、
勉
学
に
励
む
み
な
さ

ん
の
環
境
を
守
り
、
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
」

と
、
景
観
形
成
住
民
協
定

一三
ロ
一字
一̂
'
三
エ
一
ぎ
三
エー-
ぎ
喜
^
÷
一⊇一ヱ
ぎ
一実
X

－圭

工ー工
ー三
一=
工
一==

二

が
開
か
れ
て
い
る
。
無
数

に
刻
ま
れ
た
顔
の
し
わ
や
、

髪
の
毛
の
1
本
1
本
ま
で

細
部
に
わ
た
り
鉛
筆
で
写

し
取
り
、
モ
デ
ル
の

「深

を
締
結
し
よ
う
と
い
う
緊

急
動
議
が
出
さ
れ

「自
分

た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
」
と
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

翌
年
4
月
の
立
ち
上
げ

を
目
標
に
、
次
年
度
町
内

駒
ケ
根
市
の
駒
ケ
根
高

原
美
術
館
で
11
月
30
日
ま

で
、
鉛
筆
だ
け
で
人
物
な

ど
を
描
い
た
「木
下
晋
展
」

や
私
有
財
産
の
制
限
も
あ

り
、
相
当
の
覚
悟
が
必

要
』
と
言
わ
れ
た
が
、
決

定
し
た
以
上
、
推
進
す
る

し
か
な
い
と
、
気
を
引
き

締
め
た
」。

96
年
1
月
か
ら
毎
週
土

人
。
中
に
は
真
っ
向
か
ら

「反
対
」
を
唱
え
る
人
も

い
た
。
「誠
意
を
尽
く
し

て
趣
旨
を
説
明
し
、
相
手

の
事
業
に
も
協
力
す
る
こ

と
を
約
束
し
、
了
解
し
て

も
ら
っ
た
」
。

会
長
の
吉
川
さ
ん
が
会
長

に
推
さ
れ
た
。
「私
を
含

め
、
ほ
と
ん
ど
の
住
民
は

住
民
協
定
に
つ
い
て
、
何

ら
知
識
が
な
く
、
先
進
地

視
察
に
出
か
け
た
。
そ
こ

の
会
長
か
ら

『利
害
関
係

Z
毒
一=一τ
、
三
エ
評
一冨
－s

三
-
f
－=一三
一土
工
三
マ

ー五
宝
一τ
三

"↑三
主
'
三
一呈

一
ぎ
一ー
一生
茅
葺
一
-

い
本
質
的
な
も
の
」
ま
で

表
出
さ
せ
た
約
60
点
を
展

示
し
た
。

木
下
さ
ん
は
油
彩
か
ら

1
9
8
0
年
代
の
ニ
ュ
ー

蕊
工ぎ
ボ
一乍
一
三
一望
一3

二 丁-i

－、

4㌧
,、有 ㌦Ψ

・納'{

爵

Ψ

～

木下 さんと作品

日
を
利
用
し
、
「県
や
市

の
条
例
に
合
わ
せ
、
こ
の

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
住
民

協
定
に
し
よ
う
」
と
論
議

を
重
ね
た
。
住
民
協
定
の

エ
リ
ア
は
5
町
内
、
約
40

珍
、
地

権

者

は
1
2
8

一
^
一孟

子
=≡

p－孟
百
工三

一完
工
ーピ
一ぴ

と
ー
'
ぎ
一
一三

主一̀
一マ

ェ
ーエぎ
一=
一三
〕

ヨ
ー
ク
時
代
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
性
を
求
め
、
鉛
筆
だ

け
の
表
現
法
を
確
立
し

た
。
9
H
か
ら
9
B
ま
で

24
種
類
の
鉛
筆
で
、
油
彩

と
同
様
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

本
画
の
持
つ
パ
ワ
ー
を
引

き
出
す
。

木
下
さ
ん
の
モ
デ
ル
は

盲
目
の
旅
芸
人
瞥
女

(
ご

ぜ
)
だ
っ
た
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
レ
ス
な

ど
高
齢
者
が
多
い
。
「自

分
の
概
念
を
取
り
外
し
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
興

味
の
あ
る
人
、
生
き
様
に

ひ
か
れ
る
人
を
描
い
た
」。

瞥
女
小
林

ハ
ル
さ
ん

(人
間
国
宝
)
に
出
会

い
、
数
奇
で
過
酷
な
軌
跡

に
驚
が
く
し
、
不
思
議
な

看
板
の
高
さ
や
、
建
物

の
色
を
制
限
す
る
項
目
も

あ
り
、
全
国
展
開
す
る
消

費
者
金
融
と
は
、
何
度
も

話
し
合
い
を
重
ね
、
双
方

ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
折

り
合

っ
た
こ
と
も
あ

っ

一一エ
悪
言
一

三
三
三
ξ

・
一一　エ
主
一'一ー三
一三
一ー
ー工
ー三
三
-　一ー工
一
・
一二
王
一ξ

一本
三
百
誓
一
・一芸
ぎ
ぎ

想
念
に
と
ら
わ
れ
描
い
た

「瞥
女
小
林
ハ
ル
像
」。

ぞ
う
り
作
り
で
生
計
を
立

て
る
た
く
ま
し
い
ハ
ツ
さ

ん
を
描
い
た

「
小
杉
ハ
ツ

像
」
。
母
、
木
下
セ
キ
さ

ん
を
モ
デ
ル
に
し
た

「俳

徊
」。
節
く
れ
だ

っ
た
両

手
で
表
現
し
た

「母
の
働

突
」
な
ど
の
作
品
を

一
堂

に
展
示
し
、
人
間
の
尊

厳
、
生
き
る
こ
と
に
つ
い

て
問
い
か
け
る
。

期
間
中
の
26
日
午
後
2

時
か
ら
、
木
下
さ
ん
と
、

信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
館
主
の

窪
島
誠

一
郎
さ
ん
、
同
館

の
松
井
君
子
館
長
が

「深

い
も
の
の
本
質
と
意
味
」

を
テ
ー
マ
に
鼎
談
を
行
う
。

た
。96
年
4
月
、
駒
ケ
根
市

認
定
第
1
号
。
6
月
に
は

県
の
認
定
を
受
け

「う
れ

し
い
と
思
う
反
面
、
責
任

の
重
大
さ
を
実
感
し
た
」
。

着
任
協
の
主
な
活
動
の

ー
つ
に
ふ
れ

景観形成住民協定協議会長

吉 川 文人 さん(67

み
込
ん
で
も
ら
い

に
面
し
た
最
高
の
場
所
に

5
咋
の
花
壇
を
造
成
で
き

た
。
水
も
大
学
の
地
下
水

を
利
用
し
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
も
設
置
し
て
も
ら
っ

た
」
。

 
三
エ望
一呈
一三

工
ヱ
ぎ

巴

エ≡
百
三
ー陶
工
-
一一
　ε
一三
ー一呈
一冨一一一⇒
・
一ーー-
一'言

・エ
ーエ
蛋
一芸

'一里
≡
一工一

あ
い
花
壇
が

あ

る
。
「学

生

や

教

職

員
、
地
域
住

民
の
交
流
に

は
花
壇
づ
く

り
が

一
番
」

と
、
有
酸
素

運
動

公

園

コ
ー
ス
の
計

画
の
中
に
組

「大
学

圃

四

村
議
会

7
議
案
可
決
し
閉
会

中
川
村
議
会
9
月
定
例

会
は
22
日
、
本
会
議
を
開

き
、
03
年
度

一
般
会
計

・

特
別
会
計
・
水
道
事
業
の

決
算
認
定
計
7
議
案
を
原

案
通
り
可
決
し
た
。
教
育

委
員
に
片
桐
充
昭
さ
ん

(63
)
を
任
命
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
に
松
村
文

代
さ
ん

(57
)
を
推
薦
す

る
案
を
原
案
通
り
可
決
し

た
ほ
か
、
請
願
・
陳
情
で

は
▽
駒
ケ
根
工
業
高
校
の

存
続
を
求
め
る
決
議
▽
郵

政
事
業
の
現
行
経
営
形
態

堅
持
を
求
め
る
請
願
▽
ア

メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解

し
か
し
、
98
年
、
6
月

の
大
雨
で
花
が
枯
れ
て
し

ま
う
と
い
う
事
件
が
起
き

た
。
「原
因
は
根
腐
れ
、

花
壇
の
下
に
地
下
水
が
湧

き
出
て
い
る
の
が
判
明
。

大
学
に
暗
き
ょ
排
水
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
」。

「今
年
は
10
周
年
、
お

客
様
も
見
え
る
。
な
に
が

な
ん
で
も
良
い
花
を
咲
か

そ
う
と
、
元
肥
に
完
熟
堆

肥
を
入
れ
、
追
肥
も
し

た
。
9
年
目
に
し
て
、
す

ご
く
い
い
花
壇
に
な

っ

た
」
と
満
足
そ
う
。

ほ
か
に
、
着
任
協
で

は
、
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
、
1
人
暮
ら
し
や

老
女
世
帯
の
声
掛
け
、
除

雪
班
を
作
り
、
除
雪
の
応

援
も
し
て
い
る
。
特
に
1

月
中
旬
の
大
学
入
試
の
際

の
除
雪
応
援
は
、
大
学
か

ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と

か
。

三

一芸
評
一宝
一

エーエ
ぎ
'
マ

ェ
ーエ野
=一'舎
「一≡
ぎ
一一
ーー

一三

ヨ
冨
τ

法
学'
一実
三̂
差
エ=
F
－丁

禁
に
反
対
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
▽
政
府

米
の
買
い
入
れ
と
備
蓄
を

充
実
さ
せ
る
請
願
▽
安
全

で
安
心
で
き
る
生
活
基
盤

を
確
保
す
る
河
川
・
砂
防

事
業
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書
ー
の
計
5
件
を
採
択

し
て
閉
会
し
た
。
。

§
森
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
開
設

3
日
か
ら
山
岸

秀
章
水
彩
画
展

駒
ケ
根
高
原
の
エ
ー
デ

ル
ワ
イ
ス
は
大
沼
湖
畔
の

倉
庫
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
で
改
修
し
、
「森
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
K

O
m
O
r
e

b
i
」
を
開
設
し
た
。

10
月
2
、
3
日
、
鈴
風

祭

(学
園
祭
)、
こ
の
時

も
着
任
協
は
活
躍
す
る
。

そ
ば
打
ち
や
そ
ば
の
販

売
、
3
年
前
か
ら
子
ど
も

会
と

一
緒
に
始
め
た
ふ
れ

あ
い
農
園
の
農
産
物
の
直

売
な
ど
。
「そ
ば
は
本
職

が
打
っ
た
本
格
的
な
手
打

ち
。
農
産
物
は
サ
ト
イ
モ

や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ネ
ギ
な

ど
が
並
ぶ
。
今
年
の
出
来

は
上
々
」
と
P
R
す
る
。

「行
事
や
作
業
に
は
役

員
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

み
な
さ
ん
が
み
ん
な
参
加

し
て
く
れ
る
。
み
な
さ
ん

の
協
力
と
支
援
で
、
会
長

を
10
年
務
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
。
着
任
協
の
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
が

一
つ
に
な

り
、
地
域
と
大
学
の
交
流

が
深
ま
り
、
名
実
と
も
に

文
化
学
園
都
市
に
な
っ
て

き
た
」
と
振
り
返
る
。

・
三
`
亜
一ξ

・
一一≡
ヨ
τ
一羊

重
工=
一ボ
一せ

一エ
三
ぎ
一ーー
三
ξ

一=一寸

エ
ェ
一
'
一一

初
回
は
3
日
か
ら
16
日

ま
で
、
山
岸
秀
章
さ
ん
の

水
彩
画
を
集
め
た

「緑

・

光

・
駒
ケ
根
」
を
予
定
す

る
。
入
場
無
料
。

ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
約
4
胡

×
4
胡
の
広
さ
で
、
棚
、

ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
も
あ

る
。
展
示
期
間
は
2
週
間

単
位
。
時
間
は
午
前
10
時

～
午
後
5
時
、
開
館
期
間

は
4
月
～
11
月
中
旬
。
料

金
は
経
費
実
費
1
万
円
。

絵
画
、
陶
芸
、
ト
ー
ル

ペ
イ
ン
ト
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
写
真
な
ど
展
示
し
て

み
ま
せ
ん
か
と
、
利
用
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

申
し

込
み

・
詳
細

は

エ
ー
デ
ル

ワ
イ
ス

(宕

83

・
3
9
0
0
)
。

先端の技術力が産む、確た5信頼。
豊富な設備力を駆使し、

ミクロン精度の製品群で

ユーザーの信頼を得ています。

主たる営業品目

プラスチック成形型、プレス金型の製造販売

プラスチック製品及びプレス加工品の販売

上記に関連する組立及び一切の加工
コストダウン ・VA等 の対策 ・開発及び提案

3次 元のデータサービス及び加工

有限会社 キ ョー 三1二1精工
長 野 県 上 伊 那 郡 宮 田 村1997

TEL(0265)B5-51156⑥FAX(0265)85-5118

建築装飾金物製造・レーザL加工

謬1㌣i翻
株中野屋ステンレス
・工場 伊 那 市 双 葉 町8

TEL72-4413㈹FAx73・5153

 

(己

ガス漏れ事故を

完全に防ぐ

惣
溝 
.い

げ
)

念

たいせつなへこ　　を　　　　お　りしますむ
コヤマサガスセキュリティシステム

コルロi仏ii=
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宮
田
村
南
割
区
の
姫
宮

神
社
例
祭
宵
祭
り
は
25

日
、
村
内
で
盛
大
に
開
か

れ
る
。
6
年
に
1
度
の
大

田
切
獅
子
舞
練
り
歩
き
を

ひ
か
え
、
年
番
の
大
田
切

手
作
り
で
新
調
し
た
獅
子

舞
の
幌
を
お
披
露
目

区
は
準
備
に
余
念
が
な

い
。同
神
社
は
南
割
区
、
町

1
、
2
、
3
区
、
新
田
区
、

大
田
切
区
が
氏
子
。
大
田

切
区
が
年
番
の
時
だ
け
、

獅
子
舞
を
は
じ
め
と
し
た

総
勢
4
0
0
人
近
い
行
列

で
村
内
を
練
り
歩
く
。

19
日
に
は
本
番
さ
な
が

ら
の
設
定
で
総
練
習
。
2

開
閣
国

道
の
駅
で
「南
信
州
う
ま
い
も
の
即
売
会
」

自慢 の手作 りの味を持ち こみ、生産者 自らが

消費者 と対面販売 した

0
0
人
以
上
が
参
加
し

た
。
笛
や
太
鼓
の
お
磯
子

(は
や
し
)
に
あ
わ
せ
、

獅
子
を
招
く
小
学
生
、
若

い
女
性
の
お
か
め
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
ひ
ょ
っ
と
こ
、

そ
し
て
勇
壮
な
獅
子
が
息

及
セ
ン
タ
ー
の
主
催
。
「南

信
州
の
中
心
に
位
置
す
る

飯
島
町
で
、
上
下
伊
那
の

壁
を
取
り
除
い
て
地
場
産

品
の
理
解
を
図
り
た
い
」

と
3
年
前
か
ら
始
ま

っ

た
。年
々
、
内
容
は
充
実
。

意
欲
あ
る
数
多
く
の
手
作

り
加
工
品
を
持
ち
こ
み
、

生
産
者
自
ら
が
対
面
販
売

し
た
。
松
川
町
の
グ
ル
ー
プ

「味
の
里
ま

つ
か
わ
」

は
、
こ
の
日
の
早
朝
に
手

作
り
し
た
あ
ん
こ
ろ
餅
や

味
お
こ
わ
な
ど
を
販
売
。

人
気
を
集
め
、
昼
過
ぎ
に

は
売
り
切
れ
る
商
品
も

あ
っ
た
。

代
表
の
大
澤
美
杉
さ
ん

は

「お
客
さ
ん
の
顔
が
見

え
る
。
毎
回
励
み
に
し
て

中
国
か
ら
の
企
業
研
修
生

も
交
え
、
若
い
女
性
た
ち

が
お
か
め
役
に

を
あ
わ
せ
た
。

地
元
の
宮
田
ア
ル
マ
イ

ト
工
業
で
研
修
す
る
中
国

参
加
し
て
い
ま
す
」
と
、

上
伊
那
の
消
費
者
と
の
ふ

れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い

た
。連
絡
会
は
今
後
も
即
売

人
女
性
6
人
も
お
か
め
役

で
出
演
。
祭
典
実
行
委
員

長
の
後
藤
元
紀
さ
ん
は

「良
い
記
念
に
な
れ
ば
」

と
話
す
。

こ
の
日
は
、
地
元
企
業

か
ら
の
寄
付
金
と
村
の
補

会
を
実
施
し
て
い
く
意

向
。
小
池
芳
子
会
長

(小

池
手
造
り
農
産
加
工
所
代

表

・
喬
木
村
)
は

「下
伊

那
だ
け
で
は
上
伊
那
を
含

獅
子
を
招
き
入
れ
る
、
重

要
な
役
目
を
果
た
す
子
ど

も
た
ち
も
熱
心
に
練
習

飯
田
下
伊
那
で
活
動
す

る
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
ー3

団
体
が
こ
の
ほ
ど
、
飯
島

町
七
久
保
の
道
の
駅

・
花

の
里
い
い
じ
ま
で
南
信
州

う
ま
い
も
の
即
売
会
を
開

い
た
。
各
団
体
が
漬
物
や

生
そ
ば
、
ジ
ャ
ム
な
ど
自

慢
の
製
品
を
販
売
。
柚
子

に
味
噌
を
入
れ
て
つ
く
る

柚
餅
子
(ゆ
べ
し
)
な
ど
、

上
伊
那
で
は
珍
し
い
味
も

用
意
さ
れ
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
た
。

各
団
体
で
構
成
す
る
南

信
州
特
産
加
工
開
発
連
絡

会
、
下
伊
那
農
業
改
良
普

助
を
受
け
て
、
住
民
が
手

作
り
で
新
調
し
た
獅
子
舞

の
幌

(ほ
ろ
)
も
お
披
露

め
た
本
当
の
南
信
州
の
商

品
に
な
ら
な
い
。
今
後
も

協
力
し
て
P
R
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
た
。

題
の
進
行
状
況
を
説
明
。

「経
験
あ
る
高
齢
者
の
み

目
。
地
域
に
息
づ
く
伝
統

の
継
承
を
、
住
民
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
喜
ん
だ
。

20
日
は
子
ど
も
た
ち
の

衣
装
合
わ
せ
も
あ
り
、
同

区
は
祭
り
気
分

一
色
に
。

本
番
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
。お
練
り
は
正
午
に
大
田

切
集
落
セ
ン
タ
ー
の
西
側

を
出
発
し
、
2
時
半
過
ぎ

に
町
3
区
の
里
宮
神
社

前
、
同
4
時
前
後
に
は
町

中
心
部
を
通
過
。
6
時
に

姫
宮
神
社
に
到
着
し
、
6

時
半
か
ら
練
り
込
み
、
悪

魔
払
い
を
奉
納
す
る
。

祭
典
演
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
伝
統
に
こ
だ
わ
り
、
大

田
切
人
形
と
つ
な
が
り
が

深
い
箕
輪
町
・
古
田
人
形

の
上
演
を
午
後
8
時
前
か

ら
予
定
す
る
。

合併の進行状況説明も

七久保と田切の敬老会で

 

言罪

飯
島
町
七
久
保
と
田
切

の
敬
老
会
が
19
日
、
開
か

れ
た
。
両
会
場
で
は
町
長

や
助
役
が
、
町
の
合
併
問

七
久
保
の
敬
老
会
に
は
高
坂
町
長
が
姿
を

見
せ
、
長
寿
を
と
も
に
喜
ん
だ

な
さ
ん
の

指
導
を
得

な
が
ら
、

将
来
に
禍

根
を
残
さ

な
い
選
択

を
し
て
い

き
た
い
」

と
呼
び
か

け
た
。
高
坂
宗

昭
町
長
は

地
元

・
七

久
保
の
敬

老
会
に
姿

を
見
せ
、

3
市
町
村
の
枠
組
み
で
合

併
研
究
に
至
っ
た
経
過
を

説
明
し
た
。

会
場
で
は
直
接
、
町
長

に
意
見
を
投
げ
か
け
る
場

面
な
ど
は
な
か
っ
た
が
、

あ
る
参
加
者
は

「若
い
人

な んで もや り ま す
修 繕 か ら ゴ ミ 処 理 ま で

⑪

か
ら
も
、
合
併
に
つ
い
て

は
も
っ
と
研
究
す
べ
き
と

い
う
声
を
聞
く
。
上
か
ら

の
押
し
つ
け
に
な
れ
ば
、

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
部
分

も
あ
る
の
で
は
」
と
話
し

て
い
た
。

七
久
保
で
は
75
歳
以
上

4
5
7
人
の
う
ち
1
1
6

人
が
出
席
。
田
切
は
2
0

8
人
の
う
ち
63
人
が
出
席

し
た
。
両
会
場
と
も
地
元
の
有

志
や
高
齢
者
自
身
が
様
々

な
演
芸
を
披
露
し
た
。

田
切
で
は
地
元
の
小
学

6
年
生
、
中
村
健
司
君
、

井
口
さ
く
ら
さ
ん
が
作
文

子
ど
も
た
ち
の
作
文
に
目
を
細
め
て
聞
き

入
っ
た
田
切
敬
老
会

を
発
表
。

2
人
は
畑

仕
事
や
習

字
が
上
手

な
自
慢
の

祖
母
に
つ

い

て

語

り
、
「
体

を
大
切
に

い
つ
ま
で

も

元

気

で
」
と
会

場
の
高
齢

者
も
激
励

し
た
。

万
が

一
そ
の
と
吉
に
、故
人
の
乙
と
を

大
切
な
方
々
に
お
伝
死
し
ま
す
。

お
く
や
み
広
告
を
ご
利
用
く
だ
古
い
。

●葬儀通 知(18行 ・64×122mm)● 会 葬御礼(12行 ・64×61mm)
悲
し
い
お
知
ら
せ
を
御
遺
族
の
身
に
な

っ
て

お
伝
え
す
る
の
が
地
元
紙
の
務
め
で
す
。

口
口

口

口

口

儀
○
○
月
○
○
○
日
午
○

○
○
時
O
O
O
分
○
○
○
歳
を
も
っ
て
永
眠

致
し
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で
ご

通
知
申
し
上
げ
ま
す

追
っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
相
営
み
ま
す

記

、日
時

O
O
月
O
O
O
日
(O
)

午
後
○
時
よ
り

一
、場
所

O
O
市
○
○
区
O
O
町

O
O
O
O
O

平
成
十
三
年
O
O
月
○
○
○
日

O
O
市
O
O
区
O
O
町

喪

主

○

○

○

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

ほ
か

親

戚

同

御

会

葬

御

礼

亡

口

口
口
口

□
儀

葬
儀
の
際
は
遠
路
態
々

御
会
葬
下
さ
れ
且
つ
御
難
重
な
る
御
香
莫
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
こ
に
紙
上
を
以
っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

平
成
O
O
年
O
O
月
○
○
○
日

O
O
市
O
O
区
○
○
町

喪
主

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

ほ
か

○

○

●年賀 欠礼(8行 ・64×80mm)

亡
口
・
口
口
口
口
(O
O
月
O
O
O
日
死
去
)

の
喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
失
礼
さ
せ
て

戴
き
ま
す
。

今
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し

ま
す
と
と
も
に
明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○

○

○

○

O
O
市
○
○
区
○
○
町

葬儀通知 ・会葬御礼セ ッ ト 基本料金30,000円

'掲 載日の前日正午まで

基本 料金10,000円

●葬儀通知

●会葬御礼の3回セット

●年賀欠礼

▼

37,000円
(基本行数 計34行)

■追加1行ごと1,000円

●郵送より費用や手間が

省けます。

●正確かっ迅速な掲載

●ご通知漏れが少ない

お
問

い
合
せ

・申

し
込

み
は

伊
那
毎
日
新
聞
広
告
部

 宕
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」0◎A劃 霞目として

ネパールで8年 翠鋼

家讐裏米山久之さん(43

 

「伊
南
バ
イ
パ
ス
が
開

通
し
、
南
田
市
場
区
画
整

備
が
進
み
、家
の
周
辺
(小

町
屋
区
)
の
景
色
が
一
変

し
、
驚
い
た
」

01
年
2
月
、
国
際
協
力

機
構

(
J
I
C
A
)
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
調
整
員
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
に
派
遣
さ

れ
、
3
年
半
の
任
務
を
終

え
、
8
月
末
に
帰
国
、
職

場

(駒
ケ
根
市
役
所
)
復

帰
し
た
。

1
9
6
1
年
、
小
町
屋

に
生
ま
れ
る
。
高
校
卒
業

後
、
両
親
の
勧
め
で
市
役

所
に
勤
務
。
税
務
課
固
定

資
産
係
を
皮
切
り
に
、
議

会
事
務
局
に
。
「市
民
の

代
表
で
あ
る
議
員
が
、
議

論
し
て
決
定
し
て
い
く
、

市
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
が
勉
強
に
な

っ
た
」
。

会
計
監
査
事
務
局
も
兼
務

し

「監
査
業
務
を
通
じ

て
、
会
計
、
経
理
の
仕
組

を
学
ん
だ
」
。

3
カ
月
間
、
民
間
企
業

に
も
派
遣
さ
れ
、
旭
日
通

信
で
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
、
仕
事
の
や
り
方
を

実
習
。
「市
役
所
と
は
厳

し
さ
が
違
う
。
民
間
は
首

ネ
パ
ー
ル
か
ら
帰
国
し
た
米
山
さ
ん

＼

,

人
脈
を

生

か
し
た

交
流

を

生
涯

の

ラ
イ

フ
ワ

ー
ク

に

を
掛
け
て
仕
事
を
し
て
い

る
」。95年
、
青
年
会
議
所
の

国
際
化
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
伊
南
の
中

学
生
派
遣
事
業
で
初
め
て

ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
、
協
力

隊
の
活
動
視
察
し
た
。
ま

た
、
来
駒
し
た
ネ
パ
ー
ル

青
年
の
受
入
、
「ト
カ
ル

パ
の
ひ
か
り
」
の
活
動
、

さ
ら
に

「ネ
パ
ー
ル
交
流

市
民
の
会
」
の
ポ
カ
ラ
市

訪
問
の
引
率
な
ど
で
、
ネ

パ
ー
ル
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
が
強
ま
っ
た
。

そ
ん
な
時
に
、
ネ
パ
ー

ル
派
遣
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

調
整
員
の
庁
内
公
募
が
あ

り
、
「行
き
た
い
、
や

っ

て
み
た
い
。
チ
ャ
ン
ス
が

あ
れ
ば
、
な
ん
で
も
経
験

し
た
い
」
と
迷
わ
ず
、
手

を
挙
げ
、
渋
る
妻
の
ま
ゆ

み
さ
ん
を
説
得
し
た
。

派
遣
が
決
定
し
た
米
山

さ
ん
を
待

っ
て
い
た
の

は
、
海
外
協
力
隊
で
の
訓

練
生
に
交
じ
っ
て
の
、
厳

し
い
派
遣
前
研
修
。
「体

力
と
語
学
が
問
題
。
若
い

訓
練
生
に
つ
い
て
い
け
る

か
心
配
」
と
悩
み
、
訓
練

所
の
教
官
に
補
習
を
し
て

も
ら

っ
た
。
「若
い
人
た

ち
と

一
緒
の
団
体
生
活
は

楽
し
か
っ
た
。
同
期
の
仲

間
と
今
も
メ
ー
ル
の
交
換

を
し
て
い
る
」
。

01
年
2
月
、
妻
の
ま
ゆ

み
さ
ん
を

「行

っ
て
み

て
、
嫌
な
ら
先
に
帰
っ
て

も
い
い
」
と
説
き
伏
せ
、

夫
婦
で
ネ
パ
ー
ル
に
出
発

し
た
。「早
く
環
境
に
慣
れ
、

隊
員
の
顔
と
名
前
を
覚

え
、
現
地
や
ネ
パ
ー
ル
の

国
情
を
知
ら
な
く
て
は
」

と
、ま
ず
、住
居
を
決
め
、

誇
讐
ぼ

、

国
情
不
安
が
募
る
首
都
力

＼
ト
マ
ン
ズ
で
活
動
し
た
。

生
活
基
盤
を
確
立
し
た
。

調
整
員
の
任
務
は
協
力

隊
員
と
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
後
方
支
援
。
教

育
・
行
政
分
野
の
隊
員
を

担
当
し
た
。
物
資
の
調
達

や
情
報
収
集
、
隊
員
の
安

全
対
策
、
ネ
パ
ー
ル
政
府

や
ジ
ャ
イ
カ
の
戦
略
に

沿
っ
て
、
新
規
事
業
の
開

拓
な
ど
な
ん
で
も
。
「予

算
を
作
成
し
、
執
行
、
経

理
な
ど
、
市
役
所
で
の
経

験
が
役
だ
っ
た
」。

最
初
の
任
期
の
2
年
は

瞬
く
間
に
過
ぎ

「2
年
で

は
活
動
が
中
途
半
端
」
と

1
年
延
長
、
さ
ら
に
半
年

延
長
し
、
都
合
3
年
半
、

01
年
6
月
1
日

の

未

明
、
国
王

一
家
が
暗
殺
さ

れ
、
外
出
禁
止
令
も
発
令

さ
れ
た
。
「非
常
に
驚
き
、

こ
の
国
は
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
と
思
っ
た
が
、

こ
の
騒
ぎ
も
1
週
間
で
収

ま
っ
た
」
。
11
月
に
は
「国

家
非
常
事
態
宣
言
」
が
出

て
、
「検
問
は
厳
し
く
な
っ

た
が
、
市
民
生
活
は
平
穏

で
、
危
険
を
感
じ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
仕
事
は
隊

員
の
安
否
確
認
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
確
認
、
二
重

三
重
の
安
全
対
策
で
さ
ら

に
忙
し
く
な
っ
た
」。

帰
国
し

「ネ
パ
ー
ル
の

気
候
は
温
暖
で
過
ご
し
ゃ

す
く
、
人
々
は
心
優
し

い
。
お
せ
っ
か
い
な
面
も

あ
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
語
で

話
し
か
け
る
と
、
よ
り
親

密
に
心
を
開
い
て
く
れ

た
」
と
振
り
返
る
。

「ジ
ャ
イ
カ
の
中
で
構

築
し
た
ネ
パ
ー
ル
と
の
人

脈
を
生
か
し
た
交
流
を
、

生
涯
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

し
た
い
。
ネ
パ
ー
ル
は
奥

が
深
い
。
住
め
ば
住
む
ほ

ど
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
。
時
間

を
作
っ
て
、
か
な
ら
ず
、

ネ
パ
ー
ル
に
行
き
ま
す
」

と
き
っ
ぱ
り
。(大
口
国
江
)
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創、
くえつ加みに弾方。りをや夫の工今意

面情
熱愛蔵。気好淳良。は杯ド一一せム幸

に事
能物可でがちと持こ気むな細鱗り新取
不
め

麟鵠鵠 み
に
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吉

蹴鞠 に外
い色まばるれ飾あをに身内。いる思現
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識欝
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絡
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浅田次郎文罐 演会
◇日時 平成16年10月26日 ㈹ 午後6時開催

◇会場 伊那市生涯学習センター6Fホ ール(既 出ル)

=

,

☆入場 整 理券 を発行 します。

9/25日 よ りいな っせ ビル1F

「ニ シ ザ ワBOOKS&CAFE

いな っせ店 」にて取 扱 い致 し

てお ります。

☆席 数 に限 りが あ ります 。

お早 め に ど うぞ 。

◎お問い合せ/㈱ ニシザワ総務部
宕0265-76-2111中 谷・蟹沢まで
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●浅 田次 郎(あ さだ じろ う)プ ロ フィ ール
1951年 東京生まれ

1995年r地 下鉄(メ トロ)に乗 って』で第16回 吉川英治文学新人賞

1997年r鉄 道員(ぼっぼや)』で第117回 直木賞

2000年r壬 生義士伝』で第13回 柴田錬三郎賞

著書に

『蒼宥の昴』『霞町物語』『シェエラザー ド』

rプ リズンホテル』シリーズなど多数。

主催株式会社=シ サ ワ6耀 ㌫

後 援 伊那市教育委員会 ・伊那毎 日新聞社・長野 日報社


